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時
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
照
り
つ
け
る
太
陽
の
日
差
し
を
受
け
て

走
っ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
、
郷
愁
を
誘
う
秋
風
と
と
も
に
走
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
、
生
活
が
だ
ん
だ
ん
と
慌
た
だ
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み
」
を
と
る
こ
と
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
大
切
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
足
と
し
て
通
勤
や
買
い
物
、
通
学
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
と
車
外
に
目
を
や
る
と
、
少
し
ず
つ
変
化
す
る
三
豊
の
自
然
や
人
々
の
生
活
な
ど
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

す
こ
し
足
を
止
め
て
自
分
だ
け
の
「
ち
ょ
っ
と
い
い
旅
」
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
仁
尾
町
内
を
散
策
す
る
「
ち
ょ
っ
と
い
い
旅
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲辻の札場

▲中橋造酢工場

覚城院

中橋造酢工場

仁尾町文化会館

常徳寺旧塩田邸（松賀屋）

　
仁
尾
町
に
は
、
詫
間
方
面
、
三
野
・
高
瀬
方
面
、
財
田
・

山
本
・
豊
中
方
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
仁
尾
町
は
、
古
く
か
ら
北
前
船
な
ど
海
路
の
拠
点
や
塩
田

な
ど
に
よ
っ
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
し
ょ
う
ゆ
、
酢
、
酒
な

ど
の
醸
造
業
や
綿
花
、
お
茶
、
生
糸
な
ど
を
取
り
引
き
す
る

大
店
が
軒
を
並
べ
る
町
並
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
仁
尾
町
文
化

会
館
」
バ
ス
停
を

下
車
す
る
と
、
丸

亀
藩
時
代
に
周
知

事
項
を
知
ら
せ
た

「
辻
の
札
場
」
、今

で
い
う
掲
示
板
が

目
に
入
り
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
道
路

を
横
切
る
と
、
仁

尾
酢
で
有
名
な

「
中
橋
造
酢
工
場
」
が
あ
り
ま
す
。
香
川
県
に
お
け
る
酢
の
醸

造
業
は
、
寛
保
元
年
（
１
７
４
１
年
）
に
、
こ
こ
仁
尾
町
で

田
野
屋
、
中
橋
仁
右
衛
門
が
米
を
原
料
に
酢
の
醸
造
を
始
め

た
の
が
最
初
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
５
０
年
を
越
え
る

歴
史
が
生
む
、
ま
ろ
や
か
で
ふ
く
ら
み
の
あ
る
味
に
は
、
多

く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

仁尾の　　　　　　散策マップ

辻の札場

中の丁の
町並み

で
行
け
る
！

ち
ょ
っ
と
い
い
旅

ち
ょ
っ
と
い
い
旅ちょっといい

旅ちょっといい
旅

191919

き
た
ま
え
ぶ
ね

お
お
だ
な
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▲覚城院の鐘楼

▲常徳寺

▲「中の丁」の町並み

　
街
中
に
入
っ
て
い
く
と
、
江
戸
時
代
の
古
い
町
並
み
を
残

し
た
「
中
の
丁
（
通
称
「
な
か
ん
ち
ょ
」
）」
と
呼
ば
れ
る
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
出
ま
す
。
当
時
は
、
軒
を
つ
ら
ね
た
大

小
の
店
に
多
く
の
商
品
が
並
べ
ら
れ
、「
仁
尾
買
物
」
と
称
し

て
近
郷
近
在
か
ら
買
い
物
を
す
る
人
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
の
丁
を
抜
け
る
と
、
右
手
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
「
覚
城

院
」
が
あ
り
ま
す
。
覚
城
院
は
８
１
９
年
に
弘
法
大
師
に
よ

り
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、
桃
山
時
代
初
期
の
建
築
様
式
と
さ

れ
る
鐘
楼
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
長
曽
我
部
元
親
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
細
川
頼
弘
公

の
居
城
で
あ
っ
た
仁
尾
城
跡
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
覚
城
院
に
上
が
る
石
段
の
手
前
を
左
に
折
れ
て
し
ば
ら
く

行
く
と
室
町
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
た
常
徳
寺
が
あ
り
ま

す
。
常
徳
寺
は
、
讃
岐
で
は
数
少
な
い
禅
宗
様
式
の
建
物
と

し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
禅
宗
寺
院
独

特
の
雰
囲
気
が
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
常
徳
寺
を
出
て
細

道
を
行
く
と
、
立
派

な
塀
に
囲
ま
れ
た
屋

敷
に
出
ま
す
。
仁
尾

の
塩
田
を
発
展
さ
せ

た
塩
田
忠
左
衛
門
の

屋
敷
で
、
板
金
職
人

の
匠
の
技
が
光
る

「
え
べ
っ
さ
ん
」
が
ほ
ほ
え
む
樋
や
し
っ
く
い
の
な
め
こ

壁
、
宮
大
工
が
建
て
た
と
い
わ
れ
る
母
屋
な
ど
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
を
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
仁
尾
町
は
、
小

さ
な
街
に
数
百
年

の
歴
史
が
凝
縮
さ

れ
、
そ
こ
に
人
々

の
生
活
が
根
づ
い

て
い
ま
す
。
散
策

マ
ッ
プ
を
片
手

に
、
ゆ
っ
た
り
と

流
れ
る
時
間
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。

▲旧塩田邸（松賀屋）

仁 尾 へ の ア ク セ ス

高瀬・三野・詫間から仁尾へ財田・山本・豊中から仁尾へ

行き

高瀬仁尾線と高瀬線・三野線等は各支所で乗
り継ぎができますが、時刻表の関係上、待ち
時間に差がありますのでご了承ください。

帰り

１６：１６発
１５：１６発１１：５３着

１５：４３着
１６：１５発

１７：００発１７：００発１０：１６発

１６：３２着

１６：４８着

１７：０４着

１７：２５着

１７：３７着

１６：４０着

１６：５１着

１６：５９着

１７：１０着

１２：３４着

１２：１０発

１１：５９発

１１：５１発

１１：４０発

行き 帰り

仁尾町文化会館仁尾町文化会館

観音寺駅
詫間支所

詫間駅

三野支所

高瀬支所

高瀬仁尾線
財田観音寺線

山本線山本線

仁尾線

１１：２６発
１０：５０着

１０：３３発

１０：１２着

１０：００発

９：４０発

９：５３発 １７：３７着

１０：１２着

９：５３発

三豊支役所

山本支所

財田支所

黒　川

北立石

か
く
じ
ょ
う

こ　

さ
つ

し
ょ
う
ろ
う

い
ん

と
い

じ
ょ
う
と
く

じ
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三
豊
市
い
い
と
こ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
（
春
・
夏
編
）
審
査
発
表

宝
く
じ
の
助
成
で
祭
用
具
を
整
備

　
初
め
て
実
施
し
た
”
三
豊
市
い
い
と
こ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
“は
、

１
４
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

優
秀
賞
　
　
父
母
ケ
浜
暮
色
　
　
森
江
　
　
正
（
善
通
寺
市
）

　
〃
　
　
　
夏
の
お
わ
り
　
　
　
山
崎
　
雅
信
（
三
豊
市
）

入　

選
　
　
こ
こ
に
幸
あ
り
　
　
田
中
　
　
実
（
東
大
阪
市
）

　
〃
　
　
　
半
島
回
り
の
バ
ス
　
宮
本
　
朋
幸
（
綾
川
町
）

　
〃
　
　
津
嶋
の
夕
景
　
　
　
篠
原
　
泰
之
（
丸
亀
市
）

　
〃
　
　
四
国
の
道
花
の
道
　
橘
　
　
照
雄
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
第
６７
番
札
所
　
　
　
小
野
　
　
哲
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
水
あ
び
せ
　
　
　
　
寒
川
ヒ
ロ
シ
（
三
木
町
）

　
〃
　
　
ふ
れ
あ
い
　
　
　
　
塩
田
　
雅
雄
（
三
豊
市
）

　
〃
　
　
お
田
植
祭
　
　
　
　
岡
部
　
　
清
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
春
爛
漫
　
　
　
　
　
虎
丸
テ
ル
子
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
高
谷
岬
　
　
　
　
　
宮
本
　
雅
光
（
観
音
寺
市
）

佳　

作
　
境
内
に
咲
き
誇
る
藤
の
花
　
児
嶋
　
修
（
東
か
が
わ
市
）

　
〃
　
　
早
春
　
　
　
　
　
　
深
川
　
良
幸
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
あ
じ
さ
い
の
小
径
　
松
本
　
正
子
（
丸
亀
市
）

　
〃
　
　
若
鯉
の
ぼ
れ
　
　
　
井
上
　
義
信
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
花
開
く
丘
　
　
　
　
香
川
　
栄
吉
（
観
音
寺
市
）

　
〃
　
　
初
夏
の
風
　
　
　
　
浪
越
　
英
司
（
高
松
市
）

　
〃
　
　
春
に
舞
う
　
　
　
　
三
津
　
　
昇
（
三
豊
市
）

　
〃
　
　
瀬
戸
の
夕
景
　
　
　
藤
原
三
江
子
（
三
豊
市
）

　
〃
　
　
海
に
向
か
っ
て
　
　
松
本
　
　
敬
（
高
松
市
）

　
〃
　
　
的
に
向
か
っ
て
　
　
松
田
　
高
子
（
東
み
よ
し
町
）

　
入
選
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
場
所
で
も
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
展
示
場
所
と
期
間
】

　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
み
の
　
　
　
１１
月
1
日
〜
１２
日

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
１１
月
１３
日
〜
２０
日

　
高
瀬
天
然
温
泉
　
　
　
　
　
　
１１
月
２１
日
〜
２８
日

　
た
か
ら
だ
の
里
「
環
の
湯
」
　
１１
月
２９
日
〜
１２
月
７
日

※
展
示
期
間
の
初
日
と
最
終
日
は
準
備
等
の
た
め
、
時
間
に
よ
っ
て
は

　
展
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

!!
最優秀賞

お花畑を駆ける　山西　　（三豊市）

　（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
親
睦
と
融
和
を
図

り
、
地
域
が
発
展
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
仁
尾
町
の
門
前
自
治
会
が
門
前
祭
り
に
使
用
す
る
備

品
用
具
類
を
、
山
本
町
の
庵
下
自
治
会
が
獅
子
着
物
と
役
者
衣
装

を
整
備
し
ま
し
た
。
新
調
さ
れ
た
用
具
は
秋
祭
り
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
町
の
上
河
内
地
区
で
は
、
伝
統
行
事
を

永
く
伝
承
す
る
た
め
に
太
鼓
台
の
収
納
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。
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火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
（
平
成
19
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

消
防
だ
よ
り

秋
季
全
国
火
災�

　
　
予
防
運
動
の
実
施

三
豊
市
消
防
団
が
市
内

全
域
を
防
火
パ
レ
ー
ド

小
学
生
の
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
に
展
示

三
豊
市
消
防
団
が
香
川
県

消
防
操
法
大
会
で
準
優
勝

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

三
観
広
域
北
消
防
署
　
☎
７２
・

2�
1
1
9

消
防
自
動
車
等
の
緊
急
走
行
に�

　
　
　
　
　

対
す
る
理
解
と
協
力
を
!!

　
１１
月
9
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
7
日
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
年
度
の
重
点

目
標
を
定
め
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
も
の
で
す
。
今
年
度
の
重
点

目
標
は
3
つ
で
す
。

　
①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対

　
　
策
の
推
進

　

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

　
　
安
全
対
策
の
徹
底

　
住
宅
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
、

「
い
の
ち
を
守
る
　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

が
あ
り
ま
す
。

　
・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

　
・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

　
　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　
　
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　
　
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

　
　
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

　
　
使
用
す
る
。

　
・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に

　
　
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

　
　
消
火
器
を
設
置
す
る
。

　
・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

　
　
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

　
　
つ
く
る
。

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

等
を
中
心
と
す
る
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
ま

し
ょ
う
。�

�����

　
三
観
広
域
消
防
本
部
が
三
豊
市
内
の
小

学
生
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
２５
校
、
1
0
5
5
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
た

優
秀
作
品
２８
点
を
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

期
間
中
、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
に
展
示
し
ま
す
。

　
　

　
１１
月
9
日（
金
）〜
１５
日（
木
）

　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

　
　
　
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

���

　
三
豊
市
消
防
団
は
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
期
間
中
に
市
内
全
域
で
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま
す
。
各
方
面
隊
は
、
高
瀬
町

の
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
出
発
式

を
行
っ
た
あ
と
、
三
観
広
域
北
消
防
署
、

第
二
・
三
分
署
の
広
報
車
と
隊
形
を
組
み
、

管
轄
区
域
を
巡
回
し
て
住
民
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
　
　
１１
月
１１
日（
日
）
　

　
　
　
午
前
8
時
〜
１１
時
３０
分�

�����

　
9
月
１６
日
、
三
豊
市
の
代
表
と
し
て
、

三
野
方
面
隊
選
抜
が
消
防
学
校
で
行
わ
れ

た
香
川
県
消
防
操
法
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
の
差
で
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
は
、
真
夏
の

3
カ
月
間
に
も
及
ん
だ
厳
し
い
練
習
の
成

果
を
力
強
く
披
露
し
ま
し
た
。

　
消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
一
刻
も

早
く
災
害
現
場
に
急
行
し
て
消
防
活
動
を
行

い
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
り
、
ま
た

応
急
処
置
を
行
い
、
急
病
人
な
ど
を
速
や
か

に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
消
防
自
動
車
等
は
、
緊
急
時
に

迅
速
に
通
行
す
る
た
め
、「
緊
急
自
動
車
と
し

て
、
一
般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す

る
事
」
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た

め
に
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
防
自
動
車
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

緊
急
走
行
し
、
接
近
し
て
き
た
場
合
に
は
、

周
囲
の
状
況
に
配
慮
の
う
え
、
速
や
か
に

進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
交
差
点
付
近
で
は
、
交
差
点
進
入
を
避
け
、

道
路
左
側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ

さ
い
。

●
消
防
自
動
車
等
が
高
速
道
路
な
ど
で
本
車

線
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
時
は
、
こ
れ
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場
合
は
、

消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

●
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と

は
、
法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
の
緊
急
走
行
時
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対

し
付
近
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

日
時

場
所

広報2007年11月



6広報 2007年11月

市 議 会 だ よ り市 議 会 だ よ り

市
議
会
だ
よ
り

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

定
例
会

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

三
豊
市
・
観
音
寺
市
学
校
組
合
議
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　

総
務
常
任
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
組
合
議
会

議
会
広
報
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

2512

議
　
会
　
日
　
誌

月
9

月
10

日

26
日

27
日

28
日日

18
日

19
日

16
日

3
日

4
日

5
日

三豊市議会・議会広報委員会

〒７６７－００１１　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地　☎７３－３００９

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

平
成
十
九
年
 
第
三
回
 
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
１９
年
第
３
回
三
豊
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
２６
日
ま
で
の

２０
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
賛
成
多
数
で
可
決
。
そ
の
他
条
例
改
正
等
１１
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
補
正
予
算
７
件
を
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
、
平
成
１８
年
度
一
般
・
特

別
会
計
等
、
歳
入
歳
出
決
算
認
定
１２
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
４
件
の
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
長
・
監
査
委
員
を
除
く
２８
名
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委

員
長
に
坂
口
晃
一
議
員
、
副
委
員
長
に
川
北
善
伴
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、「
鳥
坂
企
業
用
地
造
成

事
業
関
係
」
の
特
別
会
計
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
一
般
会
計
補

正
予
算
４
億
８,
９
７
４
万
1
千
円

の
増
額
補
正
予
算
案
（
土
地
造
成
事

業
特
別
会
計
に
　
４
億
９,
４
７
０

万
円
の
繰
出
）（
平
成
１９
年
度
４
割
・

平
成
２０
年
度
６
割
）
、
土
地
の
取
得

に
つ
い
て
２
億
９
０
０
万
円
（
鳥
坂

企
業
用
地
造
成
事
業
用
地
）
の
４
議

案
に
つ
い
て
提
案
・
採
決
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
提
案
議
案
の
理
由
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
１１
日
７

人
、
１２
日
７
人
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

１４
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査
は
、

付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
、
７

日
・
１８
日
に
総
務
常
任
委
員
会
、
１４

日
に
教
育
民
生
常
任
委
員
会
、
１９
日

に
建
設
経
済
常
任
委
員
会
の
所
管
事

項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２６
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
審
議
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
全
議
案
原

案
承
認
の
報
告
が
あ
り
、
２６
議
案
を

各
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
・
承
認

し
ま
し
た
。

　
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

・
豊
島
芳
　
氏
（
高
瀬
町
上
勝
間
）

・
岩
倉
　
清
氏
（
山
本
町
神
田
）

・
渡
里
典
子
氏
（
詫
間
町
詫
間
）

・
大
西
啓
幸
氏
（
豊
中
町
本
山
）

▲高瀬庁舎議場
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議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

三 豊 市 特 別 会 計 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

平 成１９年 度 三 豊 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第５号 ）

平 成 １９ 年 度 三 豊 市 土 地 造 成 事 業 特 別 会 計 予 算

土 地 の 取 得 に つ い て

郵政民営化法等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

三 豊 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

三豊市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

三 豊 市 集 会 所 設 置 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

土 地 改 良 事 業 の 施 行 に つ い て（ 二 ノ 宮 地 区 ）

土 地 改 良 事 業 の 変 更 に つ い て（ 首 山 地 区 ）

平 成１９年 度 三 豊 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第６号 ）

平成１９年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１９年度国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）

平 成１９年 度 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第１号 ）

平成１９年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

議案第１１３号

議案第１１４号

議案第１１５号

議案第１１６号

議案第１１７号

議案第１１８号

議案第１１９号

議案第１２０号

議案第１２２号

議案第１２３号

議案第１２４号

議案第１２５号

議案第１２６号

議案第１２７号

議案第１２８号

議案第１２９号

議案第１３０号

議案第１３１号

議案第１３２号

議案第１３３号

議案第１３４号

議案第１３５号

議案第１３６号

平成１９年第３回三豊市議会定例会　審議結果

専決処分の承認を求めることについて

（平成１９年度三豊市一般会計補正予算（第4号）

専決処分の承認を求めることについて

（三豊市教育センター条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて

（三豊市公民館条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて

（三豊市少年育成センター条例の一部を改正する条例）

総務・建設経済・
教育民生（関係
部分）

※議決年月日　　議案第１１７号～１２０号（平成１９年９月７日）　その他の議案（平成１９年９月２６日）�   

議案第１０１号～議案第１１２号の平成１８年度決算認定１２議案に関しては、決算特別委員会に付託され継続審査となる�   
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市政に対する一般質問
　９月定例会の一般質問は、９月１１日・１２日の２日間行われ

市政全般にわたる諸問題について１４人の議員が質問しました。

市政に対する一般質問

横
山
　
強
議
員

渇
水
対
策
に
備
え
て
の
更
な
る

水
資
源
確
保
に
つ
い
て

為
広
員
史
議
員

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
場

所
及
び
職
員
給
与
格
差
の
是
正

山
本
　
明
議
員

『
香
川
用
水
調
整
池
』整
備
対
応

等
に
つ
い
て

大
平
敏
弘
議
員

も
っ
た
い
な
い

　
庁
舎
移
転
と
遊
休
施
設
活
用

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

か

こ
ん

い

ろ
う

　
　
　
市
は
今
後
、
渇
水
対
策
に

伴
い
、
新
た
な
自
己
水
源
確
保
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
市
と
し
て
も
、
更
な
る
自

己
水
源
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
渇
水
対
策
に
お
い

て
、
地
下
ダ
ム
以
外
の
構
想
は
あ

る
の
か
。
市
政
を
伺
う
。

　
　
　
現
在
、
地
下
ダ
ム
以
外
の

水
源
の
構
想
と
し
て
は
、
財
田
川

水
系
・
高
瀬
川
水
系
の
水
源
開
発

や
他
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
て
、

ま
だ
そ
の
内
容
を
具
体
化
し
て
い

な
い
。

　
　
　
市
も
地
下
ダ
ム
構
想
し
、

更
な
る
自
己
水
源
の
確
保
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
議
員
質
問
の
地
下
ダ
ム
構

想
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
県
も
本
年
度
末

ま
で
に
可
能
性
を
判
断
す
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
も
新
た

な
水
資
源
構
想
の
一
つ
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
現
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

三
観
広
域
行
政
組
合
と
の
契
約
が

あ
と
５
年
６
カ
月
で
解
除
に
な
る

が
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

場
所
は
ど
の
様
に
お
考
え
か
。

　
　
　
一
般
廃
棄
物
を
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
市
町
村

の
責
務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

市
政
の
中
で
も
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
環

境
部
局
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
分
析
し
て
時
代
を
考
え
、
新

し
い
シ
ス
テ
ム
に
も
挑
戦
し
、
現

地
調
査
を
す
す
め
て
お
り
、
建
設

用
地
選
定
の
調
査
を
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
三

観
組
合
と
も
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
　
旧
町
間
の
職
員
給
与
の
是

正
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
早
く

実
施
し
な
い
と
将
来
ま
で
禍
根
を

残
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
　
ご
質
問
の
と
お
り
、
こ
れ

は
そ
の
人
の
生
涯
に
わ
た
る
問
題

な
の
で
、
三
豊
市
の
財
政
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
職
員
組
合
と
も
協

議
し
、
合
意
を
得
た
上
で
早
急
に

是
正
を
す
る
。

　
　
　
平
成
２０
年
完
成
予
定
の
香

川
用
水
調
整
池
の
三
豊
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
地
元
要
望
事
項
へ
の
対
処

と
、
北
及
び
南
造
成
地
の
有
効
活

用
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

地
元
要
望
へ
の
対
処
は
山
本
支
所
、

北
及
び
南
造
成
地
は
、
企
画
課
が

窓
口
と
な
っ
て
関
係
す
る
部
署
間

の
調
整
を
行
い
、
遺
漏
の
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、

議
会
「
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委

員
会
」
に
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、

三
豊
市
一
丸
と
な
っ
て
対
処
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
保
育
所
を
市
長
部
局
の
健

康
福
祉
部
に
移
す
こ
と
に
つ
い
て
。

　
　
　
少
子
化
対
策
等
を
考
え
る

と
、
子
育
て
支
援
関
係
、
各
種
子

ど
も
に
関
す
る
事
業
は
幅
広
く
、

た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
く

子
育
て
支
援
課
を
設
置
し
、
そ
こ

を
窓
口
と
し
て
一
元
化
す
る
こ
と

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
便
利

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

保
育
所
も
こ
の
中
に
取
り
込
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
厳
し
い
財
政
や
余
剰
職
員

の
配
置
を
考
慮
し
、
教
育
委
員
会

を
豊
中
庁
舎
に
配
置
し
た
よ
う
に
、

現
実
的
対
応
と
し
て
耐
震
の
立
派

な
仁
尾
・
財
田
・
山
本
庁
舎
を
活

用
し
た
行
政
運
営
を
求
め
た
い
。

　
　
　
遊
休
施
設
の
有
効
活
用
は
、

市
民
活
動
に
活
用
す
べ
き
で
、
役

所
の
組
織
編
制
に
固
守
す
べ
き
で

な
い
。

　
　
　
　
原
下
工
業
団
地
土
地
造
成

事
業
に
係
る
処
置
で
、
今
後
多
額

の
市
民
負
担
が
発
生
す
る
が
、
ど

の
よ
う
に
市
民
説
明
を
す
る
の
か
。

　
　
　
問
題
意
識
の
地
域
格
差
を

踏
ま
え
、
１１
月
か
ら
１２
月
に
か
け
、

現
在
の
三
豊
市
の
困
難
さ
な
ど
正

直
に
市
民
に
出
来
る
だ
け
説
明
し

た
い
。

　
　
　
市
長
交
際
費
の
情
報
公
開
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
出
来
た
ば
か
り
で
、
ま
だ

足
腰
の
弱
い
三
豊
市
に
お
い
て
は
、

公
平
・
不
公
平
の
見
極
め
が
必
要
。

市
民
に
正
直
に

政
治
と
カ
ネ
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市
議
会
だ
よ
り

川
　
秀
男
議
員

「
三
豊
市
新
総
合
計
画
」
策
定

に
つ
い
て

小
林
照
武
議
員

過
疎
地
域
に
お
け
る
空
き
家
の

　
　
　
　
活
用
対
策
に
つ
い
て

藤
田
公
正
議
員

オ
ス
ト
メ
イ
ト
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

詫
間
政
司
議
員

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

正
職
と
臨
職
の
格
差
に
つ
い
て

金
子
辰
男
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
伴

う
乗
客
の
安
全
性
と
快
適
性

　
　
　
三
豊
市
新
総
合
計
画
が
今

年
と
来
年
の
二
カ
年
で
作
成
し
、

来
年
９
月
議
会
で
基
本
構
想
の
議

決
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

策
定
に
対
す
る
基
本
方
針
姿
勢
に

つ
い
て
、
次
の
項
目
を
伺
い
た
い
。

　
策
定
方
針

　
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

　
策
定
作
業
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
ル

　
計
画
の
策
定
体
制

　
　
　
２
０
０
０
年
４
月
の
地
方

分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、「
自

己
決
定
・
自
己
責
任
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
「
行
政
改
革
」
の
取
り
組

み
が
広
が
り
、
市
民
と
行
政
の
あ

る
べ
き
姿
が
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
総
合
計
画
」
は
、
三
豊
市
の

あ
る
べ
き
姿
を
求
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
と
共
有
す

る
た
め
の
根
本
計
画
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
市
民
は
オ
ー
ナ
ー
で
あ

り
「
地
域
内
分
権
」
の
仕
組
み
に

基
づ
く
三
豊
市
の
あ
る
べ
き
姿
を

求
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
三
豊
市
は
、
離
島
や
半
島

部
、
山
間
部
に
お
い
て
広
大
な
過

疎
地
域
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
活
性
化

計
画
を
策
定
し
て
、
現
在
作
成
中

の
三
豊
市
新
総
合
計
画
の
中
に
盛

り
込
ん
で
頂
き
、
過
疎
脱
却
の
一

助
に
し
て
頂
き
た
い
。
又
、
そ
う

し
た
地
域
に
混
在
す
る
空
き
家
や

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
調
査
へ
の

方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

　
　
　
現
在
三
豊
市
で
は
、
過
疎

化
の
顕
著
な
山
間
部
や
半
島
部
、

島
嶼
部
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減

少
と
共
に
、
引
き
受
け
手
の
い
な

い
農
地
や
空
き
家
も
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
逆
手
に
と

っ
て
資
源
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
人
口
が
増
加
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
本
年
度
か
ら
策
定
し
て
い
る

三
豊
市
新
総
合
計
画
に
も
可
能
性

を
検
証
し
て
、
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
提
案
し
た
い
。
又
、
事
業
化

へ
向
け
て
の
基
本
デ
ー
タ
と
な
る

現
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

な
ど
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
推
進

を
図
り
た
い
。

　
　

（
社
）オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
で

は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

膀
胱
の
保
有
者
）
の
社
会
的
認
知

拡
大
を
進
め
て
い
る
が
、
三
豊
市

と
し
て
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
現
状
把

握
と
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
の
整
備
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
は
浸
透
し

て
い
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
う

い
っ
た
方
々
に
配
慮
し
な
が
ら
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
は
１
３
５
名

の
方
が
ス
ト
ー
マ
用
具
を
使
用
し

て
い
る
。
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て
は
安
心
し
て
外
出
や
旅
行

が
出
来
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
　
本
市
で
は
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
の
加
入
者
は
１０
名
程
度
、
未
加

入
者
へ
の
情
報
提
供
は
ど
の
よ
う

に
す
る
考
え
か
。

　
　
　
協
会
の
活
動
自
体
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
と
思
う
。
福

祉
事
務
所
で
出
来
る
範
囲
、
協
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
会
報
な
ど
、
お

渡
し
出
来
る
も
の
は
窓
口
で
対
応

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
本
年
２
月
に
「
三
豊
市
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
具
体

的
な
行
動
計
画
の
推
進
が
見
ら
れ

な
い
。
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　
　
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
や
活

用
へ
の
行
政
の
率
先
的
活
動
も
重

要
だ
が
、
市
民
等
へ
の
啓
発
が
よ

り
大
切
だ
と
考
え
る
。
取
り
組
み

が
少
し
遅
れ
て
い
る
が
、
今
後
市

長
の
施
政
方
針
や
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
強
力
に
推
進
し
て
ゆ
く
。

　
　
　
正
職
員
と
臨
時
職
員
の
間

で
大
き
な
雇
用
条
件
格
差
が
あ
る
。

現
場
で
は
正
職
員
の
替
わ
り
に
臨

時
職
員
が
補
充
さ
れ
て
お
り
、
雇

用
条
件
を
越
え
た
職
務
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

　
雇
用
条
件
格
差
是
正
と
「
５
年

間
退
職
不
補
充
」
の
方
針
修
正
の

考
え
の
有
無
を
問
う
。

　
　
　
臨
時
職
員
の
受
け
持
つ
役

割
の
大
き
さ
を
重
要
視
し
、
雇
用

対
策
を
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り

組
む
。

　
「
５
年
間
退
職
不
補
充
」
は
状

況
を
見
極
め
応
用
を
効
か
す
。

　
　
　
車
内
で
の
想
定
出
来
る
犯

罪
に
対
す
る
予
防
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
「
三
豊
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
事
業
共
通
仕
様
書
」
を

定
め
、
安
全
確
保
を
受
託
事
業
者

に
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
発
着
時
刻
の
ず
れ
が
生
じ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
　
通
常
運
行
不
可
の
場
合
、

「
重
大
事
故
及
び
異
常
気
象
発
生

時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
、

対
応
を
徹
底
す
る
。
遅
延
が
発
生

し
た
場
合
、
市
当
局
に
連
絡
、
適

切
な
処
置
を
取
り
た
い
。

　
　
　
ス
モ
ー
ク
ガ
ラ
ス
の
車
両

の
是
非
に
つ
い
て
。

　
　
　
行
政
バ
ス
を
転
用
し
て
い

る
た
め
、
車
内
の
秩
序
維
持
を
運

転
手
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
自
殺
防
止
対
策
」
三
豊

市
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　
危
険
性
の
高
い
人
の
早
期

発
見
対
応
出
来
る
人
「
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
」
の
育
成
。
学
校
で
は
自

他
の
命
を
大
切
に
す
る
指
導
、
地

域
か
ら
子
ど
も
達
へ
の
一
言
声
掛

け
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

（1）（2）（3）（4）

と
う
し
ょ
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市
議
会
だ
よ
り

鴨
田
　
偕
議
員

高
瀬
庁
舎
を
い
つ
か
ら

　
三
豊
市
役
所
と
呼
ぶ
の
か
!!

瀧
本
文
子
議
員

支
所
・
教
育
事
務
所
の
廃
止

原
下
工
業
団
地
借
入
金
に
つ
い
て

近
藤
久
志
議
員

公
民
館
の
現
状
と
目
指
す

　
事
業
活
動
と
運
営
方
針
は

岩
田
秀
樹
議
員

「
住
民
が
主
人
公
」
の
ま
ち
を

三
木
秀
樹
議
員

保
育
所
を
教
育
部
局
か
ら

　
市
長
部
局
へ
替
え
る
真
意
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

し
ん

し

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・ 　
　
　
現
在
市
民
は
、
ど
こ
を
三

豊
市
役
所
と
呼
ん
で
よ
い
の
か

「
分
か
り
に
く
く
」
戸
惑
っ
て
い

る
の
が
現
況
で
す
。
い
つ
か
ら
高

瀬
庁
舎
を
三
豊
市
役
所
と
呼
ぶ
の

か
、
早
急
に
結
論
を
出
す
べ
き
と

思
わ
れ
る
が
、
市
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
２０
年
１
月
１
日
よ
り
、

高
瀬
庁
舎
を
「
三
豊
市
役
所
」
豊

中
庁
舎
を
「
三
豊
市
役
所
豊
中
庁

舎
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
最
も
分
か
り

や
す
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
．
県
か
ら
の
合
併
支
援
金
１０
億

　
円
は
使
い
切
っ
て
い
る
が
、
国

　
か
ら
今
後
交
付
さ
れ
る
合
併
支

　
援
金
２
億
９
,
４
０
０
万
円
は

　
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
。

２
．
起
債
可
能
額
４
１
７
億
９,
７

　
３
０
万
円
の
合
併
特
例
債
は
ど

　
の
よ
う
に
使
う
の
か
伺
う
。

３
．
旧
財
田
町
で
使
用
さ
れ
て
い

　
た
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス
の
登

　
録
に
つ
い
て
、
違
法
性
が
あ
っ

　
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
伺
う
。

　
　
　
高
瀬
支
所
・
各
教
育
事
務

所
廃
止
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

を
招
き
、
住
民
団
体
活
動
の
衰
退

が
懸
念
さ
れ
る
。
事
業
課
は
予
算

付
け
し
、
職
員
の
充
実
を
。
市
民

に
身
近
な
支
所
の
充
実
を
目
指
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
行
政
の
無
駄
を
省
き
経
費

節
減
か
ら
高
瀬
支
所
・
各
教
育
事

務
所
は
廃
止
す
る
。
地
域
内
分
権

に
よ
り
自
主
運
営
で
進
め
て
い
く
。

　
　
　
原
下
工
業
団
地
２１
億
７
千

万
円
の
借
入
金
が
、
税
金
で
始
末

さ
れ
る
と
い
う
。
市
民
一
人
当
た

り
３
万
円
の
負
担
に
な
る
。
真
面

目
に
き
ち
ん
と
、
税
金
を
納
め
て

き
た
市
民
は
怒
っ
て
い
る
。
市
民

を
裏
切
り
、
何
億
も
利
益
を
得
て

私
腹
を
肥
や
し
た
人
間
た
ち
の
借

金
を
、
市
民
が
払
う
理
由
は
な
い
。

当
時
の
関
係
者
全
員
で
、
罪
を
償

い
全
額
払
っ
て
も
ら
い
た
い
。
１

円
た
り
と
も
税
金
か
ら
払
う
必
要

は
な
い
。

　
　
　
意
見
を
踏
ま
え
、
市
民
説

明
を
し
て
、
真
摯
に
解
決
に
向
け

努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
公
民
館
の
役
割
、
運
営
方

針
を
よ
り
明
確
化
し
、
地
区
館
・

分
館
が
果
た
す
役
割
と
地
域
住
民

活
動
が
発
揮
出
来
る
よ
う
整
備
が

必
要
で
な
い
か
。

　
　
　
公
民
館
は
多
く
の
機
能
を

持
っ
て
お
り
、
今
後
の
地
域
内
分

権
・
住
民
の
福
祉
・
生
涯
学
習
な

ど
の
増
進
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、

活
動
の
地
域
格
差
を
是
正
し
、
館

長
主
事
の
配
置
・
組
織
運
営
な
ど

検
討
す
る
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現

状
と
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

に
移
行
す
る
条
例
化
の
考
え
は
。

　
　
　
公
設
１０
、
公
設
民
営
６
、

３
９
６
人
が
利
用
。
保
護
者
の
意

見
も
聞
き
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
も
含
め
条
例
化
の
検
討
を
す
る
。

　
　
　
高
瀬
パ
ー
キ
ン
グ
に
簡
易

で
建
設
費
も
格
安
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
調
査
研
究
を
。

　
　
　
鳥
坂
・
豊
中
イ
ン
タ
ー
は

通
行
利
用
率
６０
％
で
、
二
つ
の
イ

ン
タ
ー
利
用
率
の
増
加
を
目
指
す

こ
と
が
重
要
。
今
後
、
費
用
対
効

果
も
含
め
十
分
検
討
す
る
。

　
　
　
都
市
と
農
村
、
大
企
業
と

そ
れ
以
外
の
貧
困
・
格
差
は
、
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
進

め
て
き
た
、
官
か
ら
民
へ
の
施
策

が
地
方
ほ
ど
実
現
出
来
な
く
な
っ

て
い
る
。
官
か
ら
民
へ
の
考
え
方

が
当
た
り
前
の
考
え
を
、
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
私
た
ち
の
目
指
す
行
政
改

革
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
目

指
し
、
住
民
負
担
の
軽
減
を
ま
ず

図
る
。
県
市
町
村
が
、
民
間
や
地

域
に
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
は
就
業

機
会
を
拡
大
さ
せ
、
雇
用
創
出
と

人
口
増
に
つ
な
が
る
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線

決
定
に
当
た
り
、
住
民
に
説
明
・

意
見
を
聴
取
す
る
取
り
組
み
が
、

不
足
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
現
行
路
線
で
運
行
し
、
基

礎
デ
ー
タ
ー
を
集
積
。
路
線
の
見

直
し
は
、
議
会
ま
ち
づ
く
り
調
査

特
別
委
員
会
で
方
向
付
け
を
す
る
。

今
後
、
老
人
会
等
に
周
知
し
、
来

年
４
月
で
見
直
し
検
討
出
来
る
よ

う
に
す
る
。

　
　
　
８
月
下
旬
の
総
務
常
任
委

員
会
。
庁
舎
移
転
に
伴
う
組
織
再

編
方
針
案
が
、
三
豊
市
の
「
最
終

形
を
め
ざ
し
た
も
の
」
と
し
て
、

突
如
、
保
育
所
の
所
管
替
え
が
提

示
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
の
「
最

終
形
め
ざ
し
た
案
」
と
共
通
か
。

　
　
　
組
織
再
編
に
伴
い
、
新
た

に
「
子
育
て
支
援
課
」
が
で
き
、

保
育
所
所
属
の
幼
児
教
育
課
が
無

く
な
る
が
、
幼
児
教
育
の
幼
保
の

連
携
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
課
に
期
待
し
、
十
分
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
去
年
の
１０
年
先
を
見
込
ん

だ
「
行
革
推
進
プ
ラ
ン
」
で
は
保

育
所
の
民
営
化
等
が
提
案
さ
れ
、

今
回
の
「
最
終
形
」
で
も
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
注
化
）
と
口
頭

で
あ
っ
た
。
役
所
内
で
子
育
て
相

談
に
関
し
、
た
ら
い
回
し
を
し
な

い
た
め
、
子
育
て
支
援
課
に
保
育

所
を
集
約
、
と
も
聞
く
。
真
意
は
。

　
　
　
「
最
終
形
」
の
表
現
を
訂

正
し
、
お
詫
び
す
る
。
高
瀬
へ
の

移
転
に
伴
う
組
織
の
再
編
で
す
。

※
他
に
、
３
点
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
他
質
問



委
員
会
の
動
き
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市
議
会
だ
よ
り

委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き委 員 会 の 動 き

総
務
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
去
る
９
月
７
日
と
１８
日
に
開
催

し
た
委
員
会
に
は
、
計
７
案
件
が

付
託
さ
れ
た
。

　
主
た
る
審
議
内
容
を
挙
げ
る
と
、

ト
ヨ
タ
ユ
ー
ゼ
ッ
ク
の
誘
致
に
よ

る
土
地
造
成
関
係
で
は
、
先
に
企

業
誘
致
を
実
現
さ
せ
、
そ
の
企
業

の
意
向
も
含
め
て
造
成
工
事
を
実

施
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
と

し
、
許
可
業
務
の
円
滑
化
な
ど
の

た
め
、
三
豊
市
が
事
業
主
体
と
な

る
よ
う
特
別
会
計
を
設
置
し
、
関

係
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
社

か
ら
簿
価
で
買
い
取
り
事
業
実
施

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
は
、

市
の
主
要
施
策
と
し
て
い
る
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

三
豊
市
と
土
地
開
発
公
社
の
両
面

か
ら
効
果
的
な
取
り
組
み
を
検
討

す
る
よ
う
指
摘
し
た
。
ま
た
、
地

元
水
利
組
合
と
の
調
整
や
、
過
去

に
実
施
し
た
国
庫
補
助
事
業
と
の

調
整
に
つ
い
て
も
、
平
行
し
て
行

う
こ
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
た
か
ら
だ
の
里
「
環
の
湯
」
の

火
災
に
つ
い
て
は
、
原
因
を
よ
り

明
確
に
す
る
た
め
、
関
係
機
関
等

と
の
協
議
継
続
を
指
摘
し
た
。

　
陣
山
工
業
団
地
高
瀬
工
区
に
つ

い
て
は
、
昨
年
１１
月
か
ら
関
係
自

治
会
を
中
心
に
意
見
を
聞
い
て
き

た
が
、
早
期
実
施
に
向
け
て
推
進

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
と
と

も
に
、
法
面
の
状
況
把
握
の
た
め

の
調
査
費
の
補
正
等
に
つ
い
て
、

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
全
会
一
致
又
は
賛
成
多
数

で
承
認
・
可
決
し
た
。

　
９
月
１９
日
開
催
の
建
設
経
済
常

任
委
員
会
に
は
、
３
議
案
が
付
託

さ
れ
審
議
し
た
。

　
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
（
二
ノ
宮
地
区
）
の
審
査
は
、

現
地
調
査
を
実
施
し
、
審
査
過
程

に
お
い
て
は
、
委
員
よ
り
事
業
の

目
的
等
の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に

対
し
執
行
部
か
ら
は
、
農
地
の
中

で
防
災
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ

る
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
平
成
１９
年
度
三
豊
市
一

般
会
計
補
正
予
算
中
の
関
係
部
分

の
審
査
過
程
に
お
い
て
は
、
道
路

橋
り
ょ
う
維
持
費
の
工
事
請
負
費

増
額
分
は
、
地
元
要
望
に
対
応
出

来
る
金
額
と
な
っ
て
い
る
の
か
等

の
質
疑
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
執

行
部
か
ら
は
、
ほ
ぼ
要
望
に
対
応

出
来
る
額
と
な
っ
て
い
る
等
の
答

弁
が
あ
り
、
当
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
３
議
案
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

　
こ
の
他
、
現
在
問
題
と
な
っ
て

い
る
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
今
後
の

対
応
等
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
。

　
９
月
１４
日
、
９
月
定
例
会
に
お

い
て
委
員
会
付
託
さ
れ
た
１１
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
を
承
認

及
び
可
決
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
三
豊
市

の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

３
議
案
と
、
一
般
会
計
補
正
予
算

を
は
じ
め
と
す
る
補
正
予
算
５
議

案
、
そ
し
て
、
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
件
３
議
案
で
あ
っ
た
。

　
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
西
香
川

病
院
の
業
務
に
「
訪
問
介
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
と
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
る
も
の
で
、

利
用
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
可
決
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
議
で

は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
仕

事
と
育
児
の
両
立
を
助
け
る
目
的

で
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人

と
援
助
し
た
い
人
が
会
員
と
な
り
、

子
ど
も
の
送
迎
や
一
時
預
か
り
を

助
け
合
う
仕
組
み
で
あ
る
。
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
具
体
的
な
事
業

内
容
や
運
営
方
法
を
精
査
し
て
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
、
可
決
し
た
。

　
そ
の
他
、
各
補
正
予
算
に
つ
い

て
も
活
発
な
質
疑
と
説
明
の
や
り

と
り
の
後
、
可
決
し
た
。

▲県営中山間地域総合農地防災事業
　施工予定箇所

教
育
民
生
常
任
委
員
会

助けあう育児助けあう育児助けあう育児
ファミリー・サポート・センター

みとよ ファミリー・
サポート・センター
〔アドバイザー〕

援助を依頼する人 援助を提供する人

④報酬

③援助

①援助の
　申し込み

②援助の
　打診

登録 登録

おねがい会員 まかせて会員
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三豊市文化講演会

たかせ人権福祉センター・高瀬町前田児童館文化祭

市内図書館の休館のお知らせ

文 化 祭三豊市文化協会

１２月１日（土）

12

１２月１日（土）午前９時～午後５時

午後３時～

２日（日）午前９時～午後３時

午前９時～午後２時１２月１日（土）日 時

日 時

場 所

演 題

日 時 日 時

場 所

場 所

三豊市たかせ人権福祉センターと高瀬町前田児童館周辺場 所

地域の皆さんや子どもたちの作品展示、バザー、イベントなど内 容

午前９時３０分～午後３時

詫間町福祉センター

マリンウェーブ　マーガレットホール

マリンウェーブ　マーガレットホール

田尾 和俊氏

▼問い合わせ 生涯学習課　☎６２－１１１３

▼問い合わせ たかせ人権福祉センター　☎７２－２５０１
高瀬町前田児童館　　　　☎７２－５５９４

▼問い合わせ 三豊市文化協会事務局（生涯学習課内）　☎６２－１１１３

図書館のコンピューターシステムの入れ替えおよび、蔵書等のバーコード貼り替え作業のため、臨時に休館します。

１０月２５日（木）～１１月２１日（水）

１０月２５日（木）～１１月１３日（火）

１１月１２日（月）～１２月１２日（水）

１１月１９日（月）～１２月５日（水）

※上記以外の図書館は通常どおり開館しています。

・ 讃岐うどんの穴場探検仲間を勝手に集めて結成した「麺通団」の団長

・ 四国学院大学教授

・ タウン誌「TJ Kagawa」元編集発行人

『アイデアを生み出すテクニック』

作品展示

１２月１日（土）

芸能発表

プロフィール

講　　師

三豊市文化協会のみなさんの力作・熱演をご覧ください

高瀬町図書館

仁尾町図書館

豊中町図書館

三野町図書館

高
瀬
町
前
田
児
童
館
文
化
祭

た
か
せ
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
文
化
祭



（財田町国保高齢者保健福祉支援センター内）

（財田町）

広報2007年11月13

問い合わせ　商工観光課　☎６２－１１２９

▲

申し込み・問い合わせ　フルーツ王国みとよ推進室　☎６２－１１４０

▲

１１月１７日（土）午前９時～午後４時日　時

１１月１７日（土）午前９時４０分日　時

約７km（約４時間２０分）コース

讃岐財田駅集合場所

１２月１日（土）午前９時～午後１時 ※午前８時５０分までに財田支所駐車場へ集合日　時

大西農園

財田支所調理室

場　所

・みかん収穫体験

・講座「調味料の味くらべ、野菜の貯蔵方法　ほか」

　　講師：末原 俊幸氏（野菜ソムリエ・農学修士）

・三豊産の旬の食材を使った親子料理教室

講座中は、別室にて

お子さんをお預かり

して保育士が見守り

ます

内　容

１組　２,０００円（当日集金）参加費

軍手、エプロン（ハサミは用意してあります）準備物

幼稚園児親子２０組（先着）対　象

１１月１６日（金）までに下記へお申し込みください。申し込み

たからだの里物産館前場　所

９：００、１１：００、１４：００もちつき

１０：３０、１５：３０福投げ

９：００、１３：００うどん打ち体験（1組　1,000円）

受付 １２：３０柿収穫体験（1組　1,000円、先着30組）

受付 １２：３０芋掘り体験（1組　500円、先着30組）

　親子で生産者とふれあいながら、旬を楽しんでみましょう！　市内で実ったみかんの収穫や、

野菜ソムリエと三豊産食材を使った料理を作り、旬の味覚を味わってください。

たからだの里「秋の収穫祭」と紅葉の室町風庭園「宝

光寺」鑑賞ウォーク

財田駅→宝光寺（室町庭園）→戸川ダム公園→大久保

　之丞碑→鮎返りの滝→道の駅（たからだの里さい

た）→財田駅

　室町風庭園で紅葉を楽しんだり、戸川ダム公園や鮎返りの滝をめぐったり、秋の財田はみどころ満載。「秋の収穫

祭」では、うどん打ちや柿の収穫にもチャレンジ。おいしいものをいっぱい食べて、秋の一日をゆっくり楽しもう！

駅から駅から秋の収穫祭

日ごろの感謝をこめて 秋の収穫祭 駅からウォーク

大 坊 市大 坊 市大 坊 市

～みかん狩り　野菜ソムリエと

たからだの里物産館　☎６７－３８８３
財田支所事業課　　　☎６７－０１０４

問い合わせ

▲

＆

親子で旬を楽しもう～

秋は財田で
楽しもう！
たからだの里

１１月２２日（木）～２５日（日）
午前９時ごろ～午後７時ごろ

１０：００～１６：００　三野町物産品テント村（本門寺境内）

（JRみの駅から徒歩３分）ほか

日　時

本門寺境内集合駅

２２日（木）～２５日（日）

バルーンショー（本門寺境内）

問い合わせ（財）三野町観光協会　☎７３－３１２２

▲

　９:００～１７:００ 
１０:００～１５:００
１０:３０ ～・１３:３０ ～
１３：００ ～１６：００

囲碁大会（社会福祉センター）
この本もったいない市（文化センター）

讃岐源之丞公演（インパルみの）

２３日（金／祝）

と

参加者募集

言甚

みかん狩り

料 理 講 座
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　第１０回仁尾八朔人形まつりが仁尾町総合文化会館周辺で開催されました。

このイベントは、３月３日が仁尾城主の命日となるため、八朔の日（旧暦８

月１日）に男子の節句と女子のひな祭りをお祝いするもので、子どもたちの

健やかな成長を願って、人形や歴史上の名場面のジオラマを展示。地元ボラ

ンティアの皆さんの解説もあり、多くの家族連れが足を止めて見入っていま

した。

　桑山小学校で演劇鑑賞会があり、『民話芸術座』（東京）の

皆さんが訪れました。演劇は「雪女」。おもしろおかしく演

じるだけでなく情感あふれる演技で、人を思いやるやさし

い心を表現。児童は目の前の演劇に見入っていました。

10／5

　市内の数え年１００歳以上の皆さんを市

長が訪問し、ご長寿のお祝いをしました。

市内最高齢は財田町財田上の加賀政雄さん

（１０５歳）。加賀さんは好き嫌いがなく、

子どもの好きなカレーやスパゲッティなど

も好んで食べるとのこと。市長が筆談で

「暑い日が続きますが、ますますお元気で

ご長寿ください」と、伝えると、加賀さん

は「ありがとうございます。末永くよろし

く」と市長の手を力強く握りしめました。

　麻小学校３、４

年生の秋の遠足で

市内を１周しまし

た。北から南へ市

内をまわることに

よって、三豊市全

体の地形や特徴を

見学。香川用水記

念公園では、香川

用水の歴史やなぜ

香川県は水不足になることが多いのかなどを、模型や映像で

学びました。

　和光中学校の生徒が車

いす２台を三豊市社会福

祉協議会に寄贈しまし

た。同校では毎月１０～２０

日を牛乳パックとプルタ

ブの回収日とし、町内の

皆さんの協力も得ながら

回収しています。また、

運動会ではチャリティー

バザーを実施しました。

集まったお金は福祉に役

立てたいと、車いすを購

入し寄贈しました。

　１０月は、市内各地の神社で秋祭りがありました。

　仁尾町の大将軍神社では家之浦二頭獅子舞（県無形民俗文化財）が奉納され、また、賀茂神社ではお船さんが町内巡幸行列

を行いました。

　１０月は、市内各地の神社で秋祭りがありました。

　仁尾町の大将軍神社では家之浦二頭獅子舞（県無形民俗文化財）が奉納され、また、賀茂神社ではお船さんが町内巡幸行列

を行いました。
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　豊中町図書館前で、第３回とよなか秋のまつりが開催され、

町内１３台の太鼓台が集結しました。オープニングイベントの

「塩飽神面太鼓　演舞」が終わると、いよいよ太鼓台の登場。

「せーのせっ！」のかけ声でタイミングを合わせて力強くかき

あげると、観客からは拍手がわき起こりました。満員の会場

は、かき手といっしょになって、終始熱気に満ちていました。

　下高瀬と吉津幼稚園の園児が、それぞれ交通安全キャン

ペーンを行いました。鼓笛パレードを行ったあと、見守る

お母さんや警察、交通指導員の皆さんに、「ぼくたち、わた

したちは、とびだしはしません！」と、元気いっぱい声を

合わせて誓いました。キャンペーンでは、手作りマスコッ

トをドライバーに手渡し、安全運転を呼びかけました。

　第６回やまもと爽郷まつりが、山本ふれあい公園で開催されました。秋のさわやかな空の下、２２連が参加したよさこい踊

りや大じゃんけん大会、仁尾竜翔太鼓演舞、町内の獅子舞の共演など、さまざまなイベントが行われました。また、山本支所

前では初の試みとして、よさこいの歩き踊りが行われ、ステージとは一味違ったパフォーマンスを披露しました。

　

上
高
瀬
小
学
校
の
５
、
６
年
生
が
実
習
田
で
も
ち
米
の
稲
刈
り
を
し
ま

し
た
。
生
徒
は
、
校
長
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
稲
刈
り

を
し
て
、
刈
っ
た
稲
は
ひ
も
で
束
に
し
て　

は
で
か
け　

に
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
も
ち
米
で
、
１２
月
に
全
校
も
ち
つ
き
大
会
を
行
い
ま
す
。

（
２４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

松
崎
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
未
就
園
児
を
招
い
て
カ
レ
ー
パ
ー
テ

ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
園
で
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
た
ま
ね
ぎ
を
、

一
つ
ず
つ
丁
寧
に
皮
を
む
い
て
材
料
を
準
備
し
ま
し
た
。
お
鍋
で
ぐ

つ
ぐ
つ
と
カ
レ
ー
が
出
来
る
ま
で
、
み
ん
な
で
お
遊
戯
。
ペ
コ
ペ
コ

の
お
な
か
に
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
は
最
高
の
ご
ち
そ
う
で
し
た
。

”

“
し わくしんめんだいこ
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三豊市環境基本計画を策定しています
～　みんなの手で、美しく恵み豊かな三豊市の環境をまもり育てていくために　～

　環境基本計画とは、「環境基本法」の規定に基づいて“環境の保全に関する

基本的な事項を定める計画”のことです。市では、環境基本計画基礎調査を踏

まえ、公募委員などによる市民会議や関係課長による庁内委員会、環境保全に

関する基本的事項を調査審議する三豊市環境審議会の意見を聞きながら計画の

策定作業を進めています。今月号では環境像、理念、各主体の基本的な役割、

基本的施策の策定状況をお知らせします。

�

　環境像とは環境基本計画において、三豊市が目指す望ましい環境の姿を表現するものです。環境像は恵み豊

かな三豊市の自然を代表する海・川・池などから連想される「水」、田畑・里山・森林・瀬戸の島々などから

連想される「緑」を軸に検討しています。

　理念は環境基本計画の柱となる重要なものです。これらの柱を基に全体が形作られていきます。市では、以

下の4つの理念をもとに基本的な施策を展開し、市民、事業者等の各主体が環境に配慮すべき行動指針を整理

していきます。

　環境配慮指針を決めるにあたり、市、事業者、市民、民間団体の各主体の基本的な役割を明らかにしておく

ことが重要で、以下のものを各主体の基本的な役割と考えています。

循環型社会の構築 環境の保全と創造

地球環境への貢献

◇ 施策の計画的かつ総合的推進

◇ 市民・事業者等との緊密な協力・連携

◇ 県・周辺市町との広域的な取り組み

◇ 環境情報の公表

◇ 環境に与える負荷の低減

◇ 公害の発生を防止

◇ 地域環境保全活動への積極的な協力

◇ 環境に関する自主的な学習

◇ 日常生活における環境への負荷の低減

◇ 積極的な環境保全活動への参加

◇ 市の環境施策への積極的な参画・協力

◇ 自主的・積極的な環境保全活動の推進

◇ 環境保全活動促進のための啓発活動

◇ 環境に係る技術開発・情報の提供

◇ 各主体との連携による環境保全の推進

市の役割1

市民の役割3

1 事業者の役割2

1 民間団体の役割4

参 加 と 協 働

環境像

理　念 

基本的な役割
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　三豊市の環境の現況や市民アンケート結果などを踏まえ、以下の施策体系に基づき基本的施策を検討しています。

生活環境

1　大気質の保全

2　水質の保全・水の循環利用

3　騒音・振動の防止

4　悪臭の防止

5　土壌汚染・地盤沈下の防止

6　化学物質への対応

共通的基盤的施策の推進

1　環境影響評価

2　環境に配慮した事業活動

3　自主的な環境保全活動

4　環境教育・環境学習等

5　環境情報の提供

廃棄物の適正処理・有効利用

1　廃棄物の発生抑制と減量化

2　リサイクルの推進

3　廃棄物の適正処理の推進

4　災害廃棄物の適正処理

快適環境

1　歴史・文化的遺産等の�

　 保全と活用

2　快適な生活空間の創出

地球環境

1　地球温暖化対策

2　その他の地球環境問題

自然環境

1　多様な自然環境の保全

2　生物の多様性の確保

3　緑の保全と創出

　今後は「環境配慮指針」「計画の推進方策」を検討したうえで計画（案）を作成します。この計画（案）につ

いて、市民の皆さんのご意見（パブリックコメント）をいただくこととしています。実施についてはあらためて

お知らせします。

環境配慮指針

計画の推進方策

計画（案）

環境審議会答申→ ← パブリックコメント

［市民の環境配慮指針の例］

環境問題への取り組みをシリーズでお知らせします！環境問題への取り組みをシリーズでお知らせします！

　1月に実施した、三豊市環境基本計画策定のための市民アンケート調査の結果から、三豊市民は地域の公害

や自然環境の問題については、「水質汚濁」「ごみ・廃棄物問題」「ダイオキシン類などの有害化学物質」

などに、また地球環境問題では、「地球温暖化」「オゾン層破壊」「食料・水資源問題」などに関心がある

ことがわかりました。

※市民アンケート調査の集計結果は、市ホームページ　　　　　　　　　　　　　　　 でご覧になれます。

　環境問題への取り組みは、市民の皆さんの参加と協働なくして成り立つものではありません。そこで皆さ

んの関心の高い環境問題について、市内の状況や市の取り組みなどを次回よりシリーズでお知らせします。

計画策定

基本的施策の展開

今後の策定作業

・冷房は２８℃以上、暖房は２０℃以下を

　目安として設定し、過度の冷暖房をや

　めましょう。

・お風呂の残り湯は、洗濯水や打ち水な

　どに使用しましょう。

・シャンプーや洗剤、調味料などは、詰

　め替え可能な製品を購入しましょう。

問い合わせ　環境衛生課　☎６２－１１２０

▲
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人権擁護委員に委嘱されました

『女性の人権ホットライン』

「三豊市男女共同参画推進ネットワーク会議」
が設立されました

１０月１日付で、次の方が人権擁護委員として法務大臣から委嘱されました。（敬称略）

　人はみな人権を有しています。それぞれが個人として人権を尊重されなければなりません。しかし、残念ながら

女性に対する人権侵害が依然として発生しており、大きな社会問題となっています。法務省は平成12年度から悩み

をもった女性が気軽に相談できる専用の電話相談窓口を設けています。それが『女性の人権ホットライン』です。

　同ホットラインの全国一斉強化週間として、高松法務局並びに香川県人権擁護委員連合会において、女性をめぐ

るさまざまな人権問題に積極的に対処するため臨時電話を増設し、下記のとおり電話相談を受け付けます。

　職場での男女差別やセクシャル・ハラスメント、夫やパートナーからの暴力・ストーカー行為等による嫌がらせ

などの人権侵害でお悩みの人はご利用ください。なお秘密は厳守されます。

　　　　桐　憲昭（山本町）　　　　　藤川　和子（山本町）

期　　間

時　　間

電話番号

相 談 員

１１月１２日(月)～１８日(日)

会　　長 秋山ふみ枝

副 会 長 米谷希有子

田尾　稔統

・香川県人権擁護委員連合会男女共同参画社会推進委員会所属の人権擁護委員
・高松法務局人権擁護部担当職員

『女性の人権ホットライン』

午前８時３０分～午後７時（土・日曜日は午前１０時～午後５時）

☎０５７０－０７０－８１０ または ☎０８７－８２１－６１８１

全国一斉 電話相談強化週間

　市内で活動している各団体が相互に交流し、情報の交換や発信を行うとともに、それぞれの活動を通して、さま

ざまな分野へ積極的に参加することにより、男女の区別なくすべての人が自分らしく生き生きと過ごせる社会を形

成することに賛同していただいた２６団体による三豊市男女共同参画推進ネットワーク会議が１０月９日に設立され

ました。これからのまちづくりや環境問題をはじめ、少子・高齢化など

の問題を男女共同参画の視点から考えていきます。

片

問い合わせ　人権課　☎６２－１１２１▼

（かがわ男女共同参画推進員連絡会）

（法律講座）

（香川県男女共同参画学習
　　　　　　アドバイザーネットワーク三豊支部）

※現在、三豊市には２７人の人権擁護委員がいます。

構成団体（順不同）

・女性フォーラム高瀬　　　・三豊市子育てボランティアみみちゃん　・三豊市婦人団体連絡協議会
・山本町女性フォーラム　　・仁尾町読み聞かせの会「絵本のとびら」・三豊市老人クラブ連合会
・翼の会たかせ　　　　　　・仁尾おどり保存会　　　　　　　　　　・観音寺人権擁護委員協議会
・三豊市商工会女性部　　　・仁尾町児童館　母親クラブ　　　　　　・三豊市食生活改善推進協議会
・三豊市豊中町女性会議　　・鍬おどり保存会　　　　　　　　　　　・三豊市消費者友の会
・和太鼓集団「響屋」　　　・農家女性グループつくしんぼ　　　　　・三豊地区更生保護女性会
・さくらんぼの会　　　　　・三豊市自治会連合会　　　　　　　　　・三豊市愛育会　
・三野町梅の里づくりの会　・三豊市生活研究グループ連絡協議会

会長・副会長に次の方が選任されました。（敬称略）

再任 新任
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１１
月
と
も
な
り
ま
す
と
、
夕
暮
れ

が
め
っ
き
り
と
早
く
な
っ
た
こ
と
を

感
じ
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
帰
宅
時
間
が
よ
り
心
配
な

時
期
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
頃
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
月
は
、
自
転
車
の
罰
則
規
定
に

つ
い
て
載
せ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の

規
定
に
つ
い
て
は
既
に
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
香
川
県
警
察
本

部
交
通
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
引

用
し
ま
す
。

　
そ
の
中
に
、「
自
転
車
は
道
路
交

通
法
で
は
車
両
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
悪
質
な
交
通
違
反
は
罰
せ
ら
れ

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
し
て
は
い
け

な
い
主
な
行
為
と
し
て
、

　
○
右
側
通
行
　
○
信
号
無
視

　
○
並
進
　
　
　
○
一
時
不
停
止

　
○
二
人
乗
り
　
○
右
左
折
方
法
違
反

　
○
片
手
運
転

　
（
傘
さ
し
、
携
帯
電
話
等
）

　
○
無
灯
火
　
　
○
飲
酒
運
転

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
事
故
の
原
因
（
平
成
１３
年

〜
１７
年
）
を
グ
ラ
フ
に
表
す
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
こ
の
図
か
ら
見
る
と
、
確
認
を
し

な
か
っ
た
り
、
不
注
意
で
あ
っ
た
り

と
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
緩

み
が
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
育
成
セ
ン
タ
ー
の
補
導
の
中
で
、

自
転
車
の
二
人
乗
り
や
二
列
並
進
を

見
か
け
る
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
つ
ど
温
か
い
声
か
け
に
よ
り
、

注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
道
路
交
通

法
の
改
定
も
あ
わ
せ
て
伝
え
て
い
ま

す
。

　
自
転
車
は
簡
便
な
交
通
手
段
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
や
、
す

れ
違
う
周
り
の
人
へ
の
思
い
や
り
に

よ
り
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

自転車事故の割合

安全不確認

その他

動静不注視
交差点の安全
不確認

一時不停止

信号無視

都市計画区域マスタープラン
見直しの公聴会を開催します

　県と市では、平成18年の都市計画法改正を受けて、都市計画の見直しを検討してきましたが、まちづくりの基

本方針となる都市計画区域マスタープランの素案については、9月に説明会を開催しました。今回、素案を市民の

皆さんに閲覧していただき、その上でさまざまなご意見をいただくための公聴会を開催します。

素案の
閲覧

内　容

期　間

都市計画区域マスタープラン

１１月１３日（火）～２７日（火） 午前８時３０分～午後５時１５分（土・日曜日は除く）

場　所 建設課、県土木部都市計画課

公聴会

日　時 場　所１２月１４日（金）　午前１０時～ 豊中第３庁舎　２階大ホール

公述申し出の期限およびその手続

　公聴会に出席して意見を述べたい人は、素案の閲覧場所に公述申出書がありますので必

要事項を記載して、下記まで提出してください。

　公述の申し出や同趣旨の意見が多数の場合は、公述時間を制限したり、公述人を選定することがあります。

なお、当日の公述人が決まりしだい、その結果を本人に通知します。

公述人の選定

　公聴会を傍聴したい人は、公聴会の当日、直接会場にお越しください。なお、傍聴人は発言できません。ま

た、満席の場合は、傍聴をお断りすることがあります。

公聴会の傍聴

　公述の申し出がなかった場合は、公聴会の開催を取りやめますので、傍聴したい人は、県、市に開催の有無

について事前にご確認のうえご来場ください。

公聴会の開催の取りやめ

都市計画区域マスタープラン
見直しの公聴会を開催します

問い合わせ　建設課　　　　　　　☎６２－１１３０
　　　　　　県土木部都市計画課　☎０８７－８３２－３５５７

▼

提 出 先　香川県土木部都市計画課　〒７６０-８５７０　高松市番町四丁目１番１０号

提出期限　１１月２７日（火）当日消印有効
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国 民 年 金 の お 知 ら せ　

１１月は年金月間です

国民年金

　国民年金は、国が安全・確実に運営する制度です。少子化だから年金が破綻する

という誤った情報が聞かれますが、少子化だからこそ、将来にわたって確実なのは

国が保障する国民年金なのです。�

1．国民年金は、国が責任を持って運営する制度です。世代間扶養で支え合う仕組みなので、�日本の国が存続

　　する限り、つぶれることはありません。　�

2．年金額の３分の１は、国が負担しています。（平成２１年度までに２分の１に引き上げられます）�

3．国民年金は、どんなに長生きしても、生涯にわたって支給されるので安心です。

4．国民年金は、老後の所得を保障する老齢基礎年金だけではありません。

　　病気や事故で障害が残ったときには障害基礎年金、夫に先立たれたときには遺族基礎年金が支給され、現

　　役世代の「万一」の場合にも備えることができます。

5．国民年金の年金額は、物価等の経済の変動に応じてスライドし、実質価値が守られます。

問い合わせ　善通寺社会保険事務所 国民年金課　☎０８７７－６２－１６６０▼

５つの
安心

１

２

３

４

５

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が
　　　　　　　　　　　　　　　送付されます

・所得税法の改正により、国民年金保険料を社会保険料控除として申

　告する場合に、１年間に納付した額を証明する書類の添付や提示が

　義務づけられました。

　このため、生命保険会社等が発行する控除証明書と同様の、１年間

　に納付した国民年金保険料の額を証明する控除証明書（はがき）が、

　社会保険庁から１１月上旬に送付されます。

・証明内容は、１月１日から１０月１日までの納付額と年内に納付が

　見込まれる場合の納付見込額です。１０月２日から１２月３１日まで

　の間に初めて保険料を納付した人は、来年2月上旬に同様の証明書

　が送付されます。

※確定申告の際、社会保険料控除として国民年金保険料を申告する場

　合には、必ずこの証明書または領収証書が必要となりますので、申

　告を行うまで大切に保管してください。

（１１月１日～平成２０年３月１４日　平日：午前９時～午後５時）

控除証明書専用ダイヤル　☎０５７０－００－９９１１
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山本

唾液で歯周病の検査をします。
ガムを3分程度かんで、少し唾液を採取します。

歯磨き教室

高齢者インフルエンザ
予防接種のお知らせ

入れ歯友の会

　今年度も下記のとおり実施しますので、希望される

人は接種してください。

　現在、４０歳以上の１０人に１人は糖尿病と言わ

れ、その数は年々増加しています。糖尿病は、血糖が

高くなる病気です。初めのうちは痛みなどの自覚症状

がないため、気がつかなかったり、治療や相談を受け

ない人がたくさんいますが、長い間放置しておくと、

深刻な合併症を引き起こします。

　三大合併症として、神経障害・腎臓障害・網膜症が

あります。また、やや高めの血糖値に高血圧、高脂血

症、喫煙、肥満が加わると、さらに心筋梗塞や脳卒中

などの循環器疾患のリスクが高まります。

１１月２１日（水）　午後１時３０分～

山本町保健センター　２階集団指導室

※当日、直接会場にお越しください。

　事前の検査を受けていなくても参加できます。

　今後は、１２月財田町、１月仁尾町、２月三野町、３月詫間町

　で実施する予定です。

事前に歯周病の検査を下記の日程で実施します。

①６５歳以上の人（昭和１７年１１月３０日以前に生まれた人）

②６０歳～６４歳の人で、心臓、腎臓、呼吸器に重い障害

　のある人、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫

　機能に重い障害のある人 (身体障害者手帳１級から２

　級相当の人）

※②に該当される人で、インフルエンザ予防接種を希

　望される人は事前に保健課または各支所市民サービ

　ス課で手続きをしてください。予診票を発行します。

　（手続きの際には、身体障害者手帳が必要です）

対象者

１１月１日（木）～１２月３１日（月)まで

実施期間

１,０００円（医療機関窓口でお支払いください）

※生活保護世帯の人は無料になりますので、事前に保健課

　または各支所市民サービス課で手続きをしてください。

　（被保護者証明書・印鑑が必要です）

接種料金

１１月１３日（火）　午前１０時～

※直接会場にお越しください。

　託児等はありませんのでご了承ください。

※今後は、１２月三野町、１月詫間町で実施する予定です。

三野町保健センター　和室

日　時

１１月７日（水）　午前１０時～日　時

場　所

仁尾支所　２階会議室まつ場　所

無料参加費

不要申し込み

市内に住む１～３歳のお子さんと保護者対象者

無料参加費

不要申し込み

使用しているハブラシ・コップ

保護者はエプロン・ティッシュ

準備物

１１月１４日（水）　午前９時～

（予約制・検査は１０分程度）

山本町保健センター

日　時

場　所

「歯のだべり場」でお渡しします。結　果

無料検査料

保健課　☎６２ー１１２２予約先

（受付：午前９時５０分～１０時）

☆ 糖尿病がすすむとこんなに危険！

☆ 糖尿病予防の三本柱
・食生活の改善

　　食べ過ぎに注意して、甘

　いものや油を使った料理を

　控え、バランスのよい食事を

　することが大切です。

・体重のコントロール

　　適正体重（身長m×身長m×２２）を維持しましょう。

・運動習慣を身につけましょう

　　運動をするとインスリンの効果が強まります。

　　無理なく続けることが大切です。

楽しい！
！

なぜ怖い？糖尿病！

in保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
☎
６２
・
１
１
２
２

歯周病検査

歯のだべり場

日　時

場　所

仁尾町

１.７×１.７
体重は、

６３.６kg
×２２＝
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問い合わせ　幼児教育課　☎６２－１１１２

▲

幼　稚　園

保　育　所

入園対象児

受付期間

募集児童

受付期間および入所申込書の提出先

入所の条件

１１月１日（木）～１５日（木）（土・日・祝祭日を除く）

１１月１日（木）～１５日（木）（土・日・祝祭日を除く）

三豊市に住所がある（住民基本台帳に登載されている）乳幼児で、保護者および
同居親族のいずれもが勤務しているなど、家庭で十分保育できないと認められる
場合です。

保育所一覧

※年度途中の入所を希望している人も、この期間内にお申し込みください。
　ただし、場合により入所できないこともあります。

※入所申込書等は、各保育所、幼児教育課、各教育事務所（高瀬町は市民サービス課）�
　にあります。

【受付期間】

午前８時３０分～午後５時

午前８時３０分～午後５時

希望する保育所または幼児教育課【提 出 先】

申し込み先

預かり保育

各幼稚園長に申込書を提出

・申込書は、各幼稚園、幼児教育課、各教育事務所（高瀬町は市民サービス課）にあ
　ります。
・引き続き保育を受ける園児も「入園申込書」や「預かり保育申込書」が必要です。

４歳・５歳児で、幼稚園の教育時間終了後の時間に、家庭の状況等により保育が困難
な家庭の幼児が対象です。 希望者は「預かり保育申込書」、「就労証明書」等を提出し
てください。

※豊中幼稚園、大浜幼稚園、箱浦幼稚園は、３歳・４歳・５歳児が対象となります。

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

３歳児

４歳児

５歳児

入所時に生後８カ月を経過した子ども

平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生

平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生

平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生

平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生

平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生

平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生

※三豊市に住所がある
（住民基本台帳に登載
　されている）幼児で
　あること。

保育所名 所　　在　　地 電話番号 対象年齢 定　　員

高 瀬 中 央 保 育 所

高 瀬 南 部 保 育 所

山 本 保 育 所

三 野 保 育 所

豊 中 保 育 所

松 崎 保 育 所

詫 間 保 育 所

須 田 保 育 所

仁 尾 保 育 所

財 田 保 育 所

1

1

2

2

3

3

4

4

平成２０年度幼稚園入園児・保育所入所児募集平成２０年度幼稚園入園児・保育所入所児募集



かがわ緊急サポートネットワーク 開設記念フォーラムinみとよ

プログラム

１１月１０日（土）　午後１時３０分～３時３０分

託児あり／定員１５人、無料（事前にお申し込みください）

○ ファミサポ、緊サポってなぁに？　～事業説明～
○ パネルディスカッション　－先進事例紹介　他－

ファミリー・サポート・センター

事前に組み合わせ候補の会員とコーディネーターの３者で　　　　　　（打ち合わせ）を行うので安心です。

下記の日程で講座を開催しますので、ぜひご参加ください。

●保育施設までの送迎、およびその後の預かり
●学童の放課後の預かり、または学童保育までの送迎
●冠婚葬祭・病院など、乳幼児連れで出かけにくい時
●就職活動および就業訓練の間
●映画鑑賞などのリフレッシュタイム

まかせて会員をご紹介するシステムです。

このような場合

月～金曜日 ７：００～１９：００

　　〃 　 上記の時間外

土・日・祝日、年末年始

１時間 ７００円

１時間 ８００円

●急な残業による子どもの一時預かり
●一泊の出張による子どもの一時預かり
●病児、病後児で保育所などへの通所が困難な
　子どもの一時預かり
●子どもの病気

まかせて会員をご紹介するシステムです。

などの緊急の場合

月～金曜日 ９：００～１７：００

　　〃 　 上記の時間外

土・日・祝日、年末年始

お泊り（２１：００～翌日７：００）

１時間 １,０００ 円

１時間 １,２００ 円

１０,０００円

※センターを利用するには、事前の会員登録が必要です。会員登録のない人は利用できません。

三豊市おはなし会研修講座『三豊市児童対策協議会』を
紹介します

ファミリー サポート センターとは…ファミリー サポート センターとは…ファミリー サポート センターとは…・・・・・・ かがわ緊急サポートネットワークとは…かがわ緊急サポートネットワークとは…かがわ緊急サポートネットワークとは…

日　時

山本支所　２階大会議室会　場

参加費

定　員

１１月５日（月）までに、TELまたはFAXでお申し込みください。当日参加もできます。申し込み

１１月１４日（水）　１０：００～１２：００

※詳しくは、各支所、三豊市社会福祉協議会各支所にあるチラシをご覧ください。

１回目
日　時

子どもをひきつける絵本とお話の
読み方・語り方

内　容

山本支所　２階大会議室場　所

浜島　誉志子氏講　師

１１月２８日（水）　１３：３０～１５：３０
２回目

日　時

紙芝居・よみきかせ実演講座内　容

三野町社会福祉センター場　所

おおいし　すすむ氏講　師

図書館職員・読書ボランティア・
教職員および一般の人

対　象

７０人定　員

無料受講料

１１月７日（水）申込期日

～よみきかせ＆紙芝居で伝えよう！
絵本・お話の楽しい世界を～

　三豊市では、平成１８年６月「三豊市児童対策協議
会」を設置しました。
　福祉・教育・保健・医療・警察等の各関係機関が連携
して、子どもたちが安心して過ごせるように援助してい
くネットワークです。
　虐待を受けている児童を始めとする要保護児童の適切
な保護を図るために、必要な情報の交換や支援の内容を
協議しています。

香川県西部子ども
相談センター

三豊市福祉事務所

三豊警察署

三豊・観音寺市
医師会

高松法務局
観音寺支局

観音寺人権擁護
委員協議会

三豊市民生委員児童
委員協議会連合会

香川県西讃保健
福祉事務所

三豊市教育委員会

三豊市健康福祉部

広報2007年11月23

無料
１００人

申し込み・問い合わせ　高瀬町図書館　☎７２－５６３１

▲

問い合わせ　児童福祉課　☎６２－１１２６

▲

問い合わせ　児童福祉課　☎６２－１１２６

▲

平成１９年１２月１日サービス開始予定

※たかまつファミリー・サポート・センター参考

マッチング

香川県全域�
で実施
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財田保育所

三野町図書館

上高瀬小学校財田保育所

三野町図書館

上高瀬小学校

世界にひとつだけのプレゼント！
誕生会に届く手作りプレゼント

この本もったいない市

稲作体験活動で、食への喜びを

　上高瀬小学校では、毎
年、稲作体験活動を行って
います。ＰＴＡの役員さん
の協力のもと、今年も５月
下旬にもみまきをして、６
月下旬に田植えをしまし

た。今年は、もち米の中にみどり米で『上小』と書き
ました。いつ字が出てくるかみんな心待ちにしていま
したが、９月に入り穂が出てはっきり字が浮き出てく
ると、「やったー！」「すごくきれい」と歓声が起きまし
た。みんな大喜びです。ＰＴＡの中には、散歩コース
にして毎日見に来ている人もいるほどです。
　１０月中旬に稲刈りをして、１２月には全校で餅つき
を行います。出来上がったお餅は、特別養護老人ホー
ム『とがみ園』や、子どもたちの登下校時に安全パト
ロールをしていただいている『上小ふるさとの会』な
ど、ふだんお世話になっている皆さんにも配る予定で
す。
　食育基本法が制定され、自分が食べるものを自分で
作るなど、食に対する意識の高揚が叫ばれる昨今です
が、育てる喜び、収穫の喜び、食べる喜びを十分に味
わわせたいと願っています。（１５ページに関連記事）

　毎月誕生会が近
づくと、「先生、こ
れお願いします！」
と、そっとプレゼ
ントを差し出す保
護者の姿が…
（決して私たちへ
の贈り物ではあり

ません　 ）。
　財田保育所では、誕生会にお家の方から子どもたち
に愛情がたっぷり詰まった『手作りプレゼント』が届
けられ、“おめでとう”の言葉といっしょにみんなの前
で披露しています。
　子どもたちの興味や発達に応じて工夫された、アイ
デアあふれる素敵なプレゼントばかりです。きっとい
つまでも子どもたちの大切な宝物となることでしょう。

　今年も本の交換会『この本もったいない市』を開きます。
　子どもの本から雑誌まで、本を譲りたい人やもらいたい人、ぜひ
お越しください。

工夫
あふれるプレゼントの数

々！

日　時 １１月２３日（金／祝）
午前１０時～午後３時

場　所 三野町文化センター前

＊ 本を出す人は、１１日（日）までに三野町図書館までお持ちください。

▲子どもたちのうれしそうな顔！

問い合わせ　三野町図書館　☎７３－３１２１

▲

すくすく
通信

み ん な み と よの
★

★

★
★★

★

★
●

●

●

●

●

●



三豊市国際交流協会から （財）三豊市国際交流協会 ☎７２－１１９２
http://www.main.or.jp/mitoyo/

シリーズ
なんなん？食育No.１７

毎月１９日は「食育の日」

はまちの照り焼き

豊中町学校給食センター

材
料
（
10
人
分
）

はまち

濃い口しょうゆ

酒

みりん

レモン

砂糖

作　

り　

方

① レモンは洗って小口に切っておく。
② 濃い口しょうゆ、酒、みりん、レモンを合わせて
　 はまちを漬け込んでおく（２０分位）。
③ オープンにシートをしき、魚を並べる。
④ オープンを熱して焼く。
⑤ 漬け汁に砂糖を加えて、鍋に火をかけ煮つめていく。
⑥ 焼ければ、⑤のタレをはけでぬる（２、３回繰り返す）。

はまちの下味にレモンを加えると、とてもさっぱりと味よく仕上がります。

メニュー紹介

●�

●�

●

●�

●�

●

『秋季的食養生（チュウ・チィ・ドゥ・スィー・ヤァン・スン）』

おにぎり

はまちの照り焼き

じゃがいものカレー煮 

カリポリサラダ

フルーツポンチ

　当給食センターでは、子どもたちや保護者と

の交流、親子のふれあい・調理体験等をねらい

として、夏休みに親子クッキング教室を開いて

います。今年は男子調理員が県魚のはまちを子

どもたちの前でさばいたものを使い、給食の献

立にも登場している「はまちの照り焼き」を中

心に教室を企画しました。計３回の開催で４６

組１１５名の参加があり、夢中で調理する子ども

たちや親子の姿にほほえましさを感じながら、

私たちも楽しい料理教室を体験させていただき

ました。

作った料理

ポ イ ン ト

『秋季的食養生（チュウ・チィ・ドゥ・スィー・ヤァン・スン）』『秋季的食養生（チュウ・チィ・ドゥ・スィー・ヤァン・スン）』
　１１月に入り収穫の季節を迎え、『食欲の秋』と言われるように食べ物がおいしい季節になりました。今月

の“国際交流協会から『秋季的食養生』”では、中国での食生活を通しての健康法をご紹介します。

　中国では古くから『医食同源』という観点から、病気になって医者にかかるよりも、日ごろの食

生活を通して健康を維持するという習慣があります。どの季節に何を食べるのか、年齢や性別に応

じて細かく分かれています。これを『食養生』と呼んでおり、古くから代々伝えられてきました。

細かく分かれているというと難しそうですが、それぞれの季節に応じて体の働きを良くするものを

食べていれば、健康が維持できるということです。

　暑い夏が過ぎ、朝夕随分と肌寒く、秋の到来を感じる季節になりました。このような季節の変わ

り目、『食養生』という点から考えると、何に気をつけなければならないでしょうか？

　秋の特徴のひとつは乾燥です。この季節は肌が乾燥したり、せきが出やすくなったりします。こ

れらの症状を防ぐために、中国では水分補給はもちろんのこと、肌、のどを潤してくれるような栄

養分たっぷりのスープを飲むようにしています。ここでは身近にある食材を使って簡単に作れるス

ープを紹介します。これを飲んで皆さんも『食養生の秋』にしませんか？

氷糖梨水（ピンタンリーシュイ）

・梨

・氷砂糖

・水

２個

３０グラム

３００ｍｌ

材料（約4人分）

①　梨は皮をむかずに８等分に切ってへたを取り、鍋に入れる。

②　①の鍋に氷砂糖と水を加え、弱火で約３０分間煮込んで出来上がり。

作　 り　 方

のどや肺に効果がありますよ！

効 果

スィーヤァンスン
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M
ITOYO CITY  IN

F
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M
ITOYO CITY  IN
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お 知
ら
せ

催
し
物

催
し
物

バ
ン
ダ
ナ
を
染
め
て
み
よ
う

か
ん
た
ん
藍
染
め
体
験

生
活
排
水
対
策
と
し
て
の

　
　
　
浄
化
槽
の
普
及
啓
発

浄
化
槽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
香
川

第
2
回
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

か
が
わ
育
児
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
７

◆
日　

時

　
１１
月
１０
日（
土
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

◆
場　

所

　
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
２
階
集
団
指
導
室

◆
対　

象

　
小
学
生
〜
一
般

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

◆
定　

員

　
２０
人

※
事
前
に
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
費　

用

　
１,
５
０
０
円（
材
料
代
込
み
）

◆
準
備
物

　
エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

◆
日　

時

　
１１
月
２５
日（
日
）

　
午
後
０
時
３０
分
　
受
付

　
午
後
１
時
　
開
始

◆
場　

所

　
山
本
町
河
川
敷
運
動
公
園

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
（
上
流
側
か
ら
２
面
使
用
）

◆
対　

象

　
三
豊
市
・
観
音
寺
市
内
の
小
学

　
６
年
生
の
女
子
お
よ
び
、
中
学

　
１
年
か
ら
３
年
生
の
女
子

◆
講　

師

　
観
音
寺
中
央
高
校

　
　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

◆
申
し
込
み

　
不
要

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
６３
・
１
０
４
１

◆
日　

時

　
１１
月
７
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
場　

所

　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松

　
　
第
１
小
ホ
ー
ル

◆
対　

象

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費

　
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
水
処
理
課

　
☎
７２
・
５
６
６
７

　
「
か
が
わ
育
児
の
日
」
の
取
り

組
み
の
普
及
啓
発
や
、
社
会
全
体

で
子
ど
も
を
育
む
意
識
啓
発
を
目

的
に
、
県
内
支
援
団
体
や
企
業
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
バ
ザ
ー
な
ど
、

親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　
１１
月
１８
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所

　
さ
ぬ
き
こ
ど
も
の
国

◆
問
い
合
わ
せ

　「消火器の点検に来ました」と業者の人が来た。「消
火器はありません」と言うと、「一家に１本は必ず設置
しなければなりません」と言われ、高額な消火器を購入
させられた。

相談事例①

①一般家庭での消火器の設置は義務づけられていません。

②消防署や消防協会などと語る業者もありますが、この

　ような公的機関では、消火器の販売はしていません。

③消火器の期限は、容器は８年、中身は５年が目安にな

　りますが、消火器の保存状態により多少変わります。

④もし消火器を購入したり詰め替えをしてしまった場合

　でも、８日以内ならクーリング・オフ（無条件解約）が

　適用になります。

アドバイス

　販売に来た人を消防署の人だと思い、消火器の点検と
中身の交換をしてもらった。いつもより高額な請求だと
思ったが、すぐに支払った。その後、消防署に確認した
ら、消防署の人ではないことがわかった。

相談事例②

困ったときや詳しいことは下記までお問い合わせください。

問い合わせ　西讃県民センター（三豊合同庁舎内）　☎２５－５１３５

▲

消火器の訪問販売！
あなた
は大丈夫！？あなた
は大丈夫！？生　活

辞典豆

消火器の訪問販売とは、どういうものでしょうか？
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「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
学
習
発
表
会

香
川
西
部
養
護
学
校

み
ん
な
の
精
神
保
健
福
祉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
語
ろ
う
会

　
県
子
育
て
支
援
課

　
　
少
子
化
対
策
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
７（
８
３
２
）３
２
８
７

　
香
川
西
部
養
護
学
校
で
は
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育

や
就
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
学
習
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
日　

時

　
１２
月
８
日（
土
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜

◆
場　

所

　
香
川
西
部
養
護
学
校

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
西
部
養
護
学
校

　
☎
２５
・
１
７
７
５

◆
日　

時

　
１１
月
１４
日（
水
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◆
場　

所

　
三
豊
合
同
庁
舎
内

　
　
３
階
研
修
室

◆
対　

象

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん

　
で
い
る
家
族

◆
内　

容

　
「
子
ど
も
の
思
い
・
親
の
悩
み
」

　
を
テ
ー
マ
に
お
話
と
フ
リ
ー
ト

　
ー
ク

◆
助
言
者

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
主
宰

　
　
木
村
　
清
美
さ
ん

◆
費　

用

　
無
料

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

◆
日　

時

　
１１
月
２１
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

◆
場　

所

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
３
階
大
会
議
室

◆
対　

象

　
難
病
で
療
養
中
の
人
・
ご
家
族

　
お
よ
び
関
心
の
あ
る
人

◆
演　

題

　
「
病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
」

　
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
朝
日
　
俊
彦
先
生

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
保
健
対
策
課

　
☎
２５
・
２
０
５
２

◆
日　

時

　
１１
月
２３
日（
金
）・
２４
日（
土
）

◆
場　

所

　
香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー

（
高
松
市
国
分
寺
町
国
分
１
０
０
９
）

◆
内　

容

○
２３
日
　
午
後
１
時
〜

・
講
演
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

　
　
精
神
障
害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
こ
ら
ー
る
・
た
い

　
　
と
う
　
加
藤
　
真
規
子
さ
ん

・
分
科
会

・
懇
親
会

○
２４
日
　
午
後
９
時
３０
分
〜

・
全
体
会

　
「
１
日
目
を
振
り
返
っ
て
」

　
「
講
師
と
語
ろ
う
！
」

◆
対　

象

　
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る

　
人
◆
参
加
費

　
無
料

※
懇
親
会
・
宿
泊
希
望
者
は
個
人

　
負
担
あ
り

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７（
８
３
１
）３
１
５
１

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の

　
　
　
　
　

「
親
の
集
い
」

難
病
講
演
会

「全国物価統計調査」にご協力を！

　１１月に「平成１９年全国物価統

計調査」が実施されます。

　この調査は、消費者が購入する

主な商品の販売価格やサービスの

料金などを調査するもので、物価

対策のための基礎資料を得ること

を目的として行われる国の重要な

統計調査です。

　調査は、全国で約１３万の小売

店舗と、約４万の飲食店・サービ

ス事業所等が対象です。調査され

た事項は、統計を作るためだけに

用いられ、その他の目的に使われ

ることはありません。調査にご協

力をお願いします。

問い合わせ　企画課　☎７３－３０１０

▲

▲

　詫間町の香田火葬場は、長年の

使用により老朽化が進み、９月に

は火葬炉の耐火レンガがはがれ落

ちる事例が発生しました。火葬場

の設備には大規模な修繕が必要と

なり、多額の経費を要するため、

三豊市の方針として、１０月末をも

って使用中止にすることになりま

した。

　今後は、市内の他の火葬場で火

葬を行うことになりますので、市

民の皆さんのご理解とご協力をお

願いします。

　問い合わせ
　環境衛生課　☎６２－１１２０

香田火葬場の
　　使用を中止します
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マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

三
豊
総
合
病
院
　
健
康
教
室

永
康
病
院
　
高
齢
者
ド
ッ
ク

お
魚
料
理
教
室
参
加
者
募
集

ワンコイン
ロビーコンサート
ワンコイン
ロビーコンサート

１２月２日（日）
午後７時 開演
一　　　般　５００円

高校生以下　１００円
エリングバードジャズ
オーケストラ

Erring Bird Jazz　　
　　　　Orchestra LIVE!

エリングバードジャズ
オーケストラ ライブ！

◆
日　

時

　
１１
月
２２
日（
木
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

◆
場　

所

　
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
４
階
研
修
会
議
室

◆
演　

題

　
「
リ
ウ
マ
チ
の
リ
ハ
ビ
リ
」

　
宇
多
津
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
作
業
療
法
士
 
倉
田
 
徹
先
生

◆
参
加
費

　
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
　

　
Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会
　
島
田
さ
ん

　

☎
０
８
７
７（
２
８
）７
５
２
４

◎
食
べ
て
治
し
て
、ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

①
健
康
学
習

◆
日　

時

　
１１
月
９
日（
金
）

　
午
後
２
時
〜
３
時

◆
テ
ー
マ

　
丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
た
め
に

②
調
理
実
習

◆
日　

時

　
１１
月
３０
日（
金
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

◆
テ
ー
マ

　
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

　
　
　
　
　
メ
ニ
ュ
ー
で
骨
折
予
防

◎
腎
臓
病
教
室

◆
日　

時

　
１１
月
１５
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
５
時
　
　

◆
テ
ー
マ

　
カ
ロ
リ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の

　
　
　
　
　
お
や
つ
作
り
と
座
談
会

◎
糖
尿
病
教
室（
夜
間
）

◆
日　

時

　
１１
月
８
日（
木
）

　
午
後
６
時
〜
７
時
３０
分

◆
テ
ー
マ

　
糖
尿
病
の
薬
の
種
類
と

　
　
　
　
　
　
　
　
上
手
な
飲
み
方

　
糖
尿
病
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
楽
し
く
食
べ
歩
く
工
夫
！

※
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
豊
総
合
病
院

　
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
５２
・
３
３
６
６（
内
線
１
６
１
０
）

　
７０
歳
以
上
の
人
が
対
象
の
高
齢

者
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
１２
月
末
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
検
査
項
目

　
三
豊
市
ド
ッ
ク
と
同
じ

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
頭
部

　
M
R
I
検
査
も
で
き
ま
す
。

◆
検
査
費
用

　
男
性

５,
０
０
０
円

　
女
性

４,
７
０
０
円

◆
受
付
期
間

　
１２
月
末
ま
で（
今
年
度
の
受
付
は

　
終
了
し
ま
す
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
永
康
病
院

　
☎
８３
・
３
０
０
１

◆
日　

時

　
１２
月
２
日
（
日
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

◆
場　

所

　
観
音
寺
中
央
高
等
学
校

　
　
食
物
実
習
室

◆
講　

師

　
食
物
科
講
師
　
石
川
　
弘
先
生

◆
料
理
内
容

　
お
せ
ち
料
理

◆
参
加
費
用

　
無
料

◆
募
集
人
員

　
２５
人

◆
募
集
期
間

　
１１
月
５
日（
月
）
募
集
開
始

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

◆
持
参
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
港
湾
課

　

☎
８３
・
８
８
０
６

成人式
平成２０年 平成２０年１月１３日（日）

マーガレットホール

昭和６２年４月２日～
　昭和６３年４月１日に生まれた人

・三豊市に住所を有する新成人対象者には、１１月中旬にはがき

　でご案内します

・市外在住の対象者は、 生涯学習課または各教育事務所にご連

　絡いただければ、案内のはがきを送付します

受付：午後１時～
開式：午後１時３０分

日 時

日 時

料 金

出 演

会 場

対象者

▼ 申し込み・問い合わせ

生涯学習課　☎６２－１１１３　または 各教育事務所
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税務課からのお知らせ

国 民 健 康 保 険 税（第５期分） 

介護保険料普通徴収（第５期分） 

１１月は、

の納付月です。

口座振替日および納期限

１１月３０日（金）

問い合わせ 税務課　☎６２－１１１４

☆納期限内に納めましょう。
☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用
　ください。�   

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 2 4 8
7 0 , 1 7 0 人

人男

女

3 3 , 3 0 0
3 6 , 8 7 0

三豊市の人口 平成１９年１０月１日現在

三豊市社会福祉協議会へ

松　山　壽　文
渡　邊　俊　雄
横　山　スミ子
田　中　幸　男
臼　杵　　　保　
小　野　　　努
関　　　輝　男
則　包　光　年
林　　　保　雄
若　宮　晴　　
近　藤　　　

三野町
詫間町
詫間町
高瀬町
高瀬町
三野町
三野町
詫間町
詫間町
詫間町
高瀬町

西香川病院へ

平　尾　二三子 豊中町
三豊市へ

あいおい損害保険株式会社丸亀営業所
交通安全横断旗

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただ

きました。厚くお礼申し上げます。 （敬称略・受付順）

（９月受付分）

情
報
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

　
　
　
　
　
こ
の
最
低
賃
金

長
年
ご
使
用
の
家
電
製
品
に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

使
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

コース 11　月　日　程 時　間 受講料 場　所

中高年のための
　　　　パソコン活用

ピンポイントワード

さくさくはがき作成

１２日（月）、１３日（火）、１４日（水）、
１５日（木）

文書編集コース　１６日（金）

図形作成コース　３０日（金）

２０日（火）、２１日（水）、２２日（木）

２７日（火）、２８日（水）、２９日（木）

１４：００～
　１６：００

１４：００～
　１６：００

９：３０～
　１１：００

９：３０～
　１１：３０

８,０００円
テキスト代
１,５７５円

２,０００円
テキスト込み

三
野
町
は
ぐ
く
み
工
房

　
ま
た
は

イ
ン
パ
ル
み
の

６,０００円
テキスト込み

◆
定　

員

　
各
コ
ー
ス
１０
人

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
５６
・
２
６
４
５

　
平
成
１９
年
１０
月
２１
日
か
ら
時
給

６
４
０
円
に
、
香
川
県
最
低
賃
金

は
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
や
パ

ー
ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
８
７
（
８
１
１
）
８
９
１
９

　
長
年
に
わ
た
り
ご
使
用
に
な
っ

て
い
る
家
電
製
品
も
、
部
品
劣
化

な
ど
に
よ
り
、
異
常
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

こ
と
が
原
因
で
火
災
等
の
事
故
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
先
般
、
長
期
使
用
の
扇
風
機
か

ら
出
火
し
、
火
災
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
製
造
か
ら
３０
年
以
上
経

過
し
た
扇
風
機
で
は
、
モ
ー
タ

ー
、
コ
ー
ド
な
ど
の
電
気
部
品
の

経
年
劣
化
に
よ
り
、
発
煙
・
発
火

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
使
用
期

間
の
長
い
家
電
製
品
を
使
用
す
る

と
き
は
、
必
ず
点
検
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
県
防
災
局

　
　
産
業
保
安
対
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
７
（
８
３
２
）
３
１
９
１

◆
必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭

　

素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
を
防

　

ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
換
気
不
良
に
よ
り
、
小
型
ガ
ス

　
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化
炭
素

　
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生

　
し
て
い
ま
す
。

◆
物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空

　
気
が
必
要
で
す
。
十
分
な
換
気

　
を
し
な
け
れ
ば
空
気
が
不
足
し
、

　
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。

◆
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
の
部
屋
で

　
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼

　
す
る
と
、
約
２０
分
で
致
死
量
の

　
一
酸
化
炭
素
が
部
屋
に
充
満
す

　
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。

　
頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ

　
い
た
時
に
は
、
手
足
が
し
び
れ

　
て
動
け
ず
、
手
遅
れ
に
な
っ
て

　
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
必
ず
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
経
済
産
業
省
か
ら
の
お
願
い
で

　
す
。
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広
報
み
と
よ

１１
月
号

発
行
・
編
集
　
三
豊
市
役
所

政
策
部

情
報
政
策
課

三
豊
市
豊
中
町
本
山
甲
２
０
１
番
地
１
　
☎

６２
・
１
１
１
７

〒
７
６
９
ー

１
５
９
３

平
成
１９
年
１１
月
１
日
発
行

まちの相談コーナー月１１

金

月

火

木

金

水

木

金

月

火

水

木

水

月

2

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

行　　政　　相　　談

職　　業　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

人　　権 行政相談

人　　権 行政相談

この広報紙は再生紙１００％を使用しています。

行　　政 男女共同参画相談

行　　政 男女共同参画相談

30

日

5日

6日

8日

9日

7日

12日

14日

15日

16日

19日

22日

21日

20日

精神デイケア…障害福祉課　☎６２－１１２７

健診・健康相談…保　健　課　☎６２－１１２２

10

17

24

4

11

18

25

19

26 27 28 29 30

6

1312

20

7

14

21

1

8

15

22

2

9

16

23

問い合わせ11 月

安藤内科医院
（高瀬町☎７２－５０１８）

西原クリニック
（観音寺市☎２５－３９３４）

しつかわ歯科医院
（詫間町☎８３－６４８０）

医

医

歯

（詫間町☎８３－３００１）

（観音寺市☎２３－２０２２）

医

医

おざきこどもクリニック
（観音寺市☎２４－６７８９）

高田歯科クリニック
（観音寺市☎２３－２３５５）

多田医院
（詫間町☎８３－２１２１）

医

医

歯

永野内科医院
（高瀬町☎７４－６０１８）

香川井下病院
（観音寺市☎５２－２２１５）

安藤歯科医院
（観音寺市☎５２－２２７７）

医

医

池田外科医院
（豊中町☎６２－３１５１）

業天医院
（観音寺市☎５２－３６３６）

医

医

歯

中央クリニック
（観音寺市☎２５－０７５５）

よしだ歯科クリニック
（観音寺市☎２５－８７７３）

みずた内科医院
（詫間町☎８３－７２１８）

医

医

医

歯

歯

３歳児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

精神デイケア山ふ

１３：３０～１５：００

健康相談仁福

９：３０～１１：００

４カ月児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

三保 健康相談
１３：３０～１５：００

豊保 離乳食講習会
１３：２０～１３：３０受付

三保 ４カ月児健診
１３：３０～１３：５０受付

１０カ月児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

健康相談松コ

９：３０～１１：００

１歳６カ月児健診

骨密度測定します

健康相談豊保

１３：３０～１５：００

骨密度測定します

豊保

１３：３０～１３：５０受付

精神デイケア高公

１３：３０～１５：００

入れ歯友の会仁支

９：５０～１０：００受付

２歳児歯科健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

１歳６カ月児健診 永康病院

渡辺ハートクリニック内科

１３：３０～１３：５０受付

三保

健康相談
９：３０～１１：００

山保

歯周病検査
８：５０～９：００受付

山保

歯磨き教室
９：５０～１０：００受付

三保

１０カ月児健診
１３：３０～１３：５０受付

三保

２歳児歯科健診
１３：３０～１３：５０受付

三保

骨密度測定します

基本健康診査結果説
明会と骨密度測定し
ます

１歳までのお子さんを持つ

家族の人で参加申し込みし

ている人（託児あり・１週

間前まで電話で参加受け付

けします）

三保 離乳食講習会
１３：２０～１３：３０受付

１歳までのお子さんを持つ

家族の人で参加申し込みし

ている人（託児あり・１週

間前まで電話で参加受け付

けします）

健康相談財国

９：３０～１１：００

歯のだべり場山保

１３：２０～１３：３０受付

骨密度測定します

二農 健康相談

１３：３０～１５：００

休日当番医� 

休日当番歯科医

高瀬町公民館

財田町国保高齢者

三野町保健センター�

豊中町保健センター

高公

財国

三保

豊保

三野町太陽の家

山本町保健センター

山本町ふれあいプラザ

松崎コミュニティセンター

二ノ宮地区農業構造改善センター

仁尾支所

仁尾町福祉会館

山ふ

松コ

二農

仁支

仁福

休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

月曜日日曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

献血 三野支所
１０：００～１２：００
１３：００～１５：００

献血 大見小学校

文化の日

勤労感謝の日

９：３０～１４：３０

※今回の乳幼児健診の対象は、下記のとおりです。

山保

三太

三　野

仁　尾

高　瀬

豊　中

山　本

三　野

豊　中

高　瀬

山　本

詫　間

仁　尾

財　田

豊　中

仁　尾

詫　間

三　野

3

精神デイケア
１３：３０～１５：００

三太

３歳児健診
１３：３０～１３：５０受付

三保

5

保健福祉支援センター
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